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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、山形城三の丸跡の調査

成果をまとめたものです。

山形城三の丸跡は、山形盆地中央に位置する山形市の市街地に所在し、現在の霞城公園（本

丸跡・二の丸跡）の周辺を取り囲むように形成されています。山形市は、中世から近世初頭ま

では、最上氏の城下町として栄えました。とくに近世初頭には最上義光によって山形城が本格

的に整備され大規模なものになりました。現在は、山形県の県庁所在地として、県の政治・経

済の中心的都市として発展しています。

この度、一般国道１１２号霞城改良事業にかかわり、山形城三の丸跡の発掘調査を実施しまし

た。調査では、山形城三の丸に伴う掘立柱建物跡や土坑など数多くの遺構が見つかり、また三

の丸を囲む堀についてこれまで確定できなかった部分を確認することができました。これらの

遺構に関連した陶磁器や瓦等多くの遺物も出土しました。これらの調査成果は、これからの三

の丸跡の史実を究明していく上で、貴重な資料となることでしょう。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。こ

の祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の歴史を学び、子孫へと伝えて

いくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動の

啓蒙や普及、学術研究や教育活動などの一助になれば幸いです。

最後になりますが、調査において御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心から感謝申し

上げます。

平成２２年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 山口常夫



凡 例

１ 本書は、一般国道１１２号霞城改良事業に係る「山形城三の丸跡」の発掘調査報告書である。

２ 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

３ 調査は国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施

した。

４ 本書の執筆は、佐竹弘嗣、伊藤純子が担当し、柏倉俊夫、小笠原正道、鎌上勝則、安部実、阿部明彦、黒坂雅

人、伊藤邦弘が監修した。

５ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（世界測地系）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表

す。

６ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

ＳＴ…竪穴住居跡 ＳＢ…掘立柱建物跡 ＳＫ…土坑 ＳＤ…堀跡・溝跡 ＳＰ…ピット

ＳＸ…性格不明遺構 ＲＰ…登録土器 ＲＱ…登録石製品

Ｐ…土器・陶磁器 Ｓ…石・石製品 Ｗ…木・木製品

７ 遺構・遺物実測図の縮尺は各図に示した。

８ 遺物実測図および拓本は、各々スケールを付した。なお、土器実測図の断面を黒く塗りつぶしたものは須恵器

を、網点を入れたものは黒色処理を表している。

９ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、２００５年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標準

土色帖」によった。
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堀跡７層出土遺物（１）

写真図版４６ 第６次調査２区ＳＤ２０２ 堀跡７層出土遺物（２）

写真図版４７ 第６次調査２区ＳＤ２０２ 堀跡８層出土遺物・堀跡９

層出土遺物（１）

写真図版４８ 第６次調査２区ＳＤ２０２ 堀跡９層出土遺物（２）・

堀跡１０・１１層出土遺物

写真図版４９ 第６次調査２区ＳＤ２０２ 堀跡１３・１５・１７・１９・２０・

２２層出土遺物

写真図版５０ 第６次調査２区ＳＤ２０２ 堀跡層不明出土遺物、堀跡

石組１・石組４出土遺物

写真図版５１ 第６次調査２区ＳＤ２０２石組５、ＳＫ２０４土坑出土遺物

写真図版５２ 第６次調査２区遺構外出土遺物（１）

写真図版５３ 第６次調査２区遺構外出土遺物（２）

写真図版５４ 第６次調査２区遺構外出土遺物（３）、泥面子・賽子

写真図版５５ 第６次調査２区出土金属製品（１）～（３）





Ⅰ 調査の経緯

１ 調査に至る経緯

山形城跡は現在国指定史跡となっている本丸・二の丸

と、その周辺を取り囲む三の丸を含め、東西１，４８０ｍ、

南北１，８８１ｍの範囲で遺跡として登録されている。

山形城跡の発掘調査は、山形市教育委員会、財団法人

山形県埋蔵文化財センター等によって幾度か行われ大き

な成果をあげている。平成１５年度の本丸復元工事に伴う

発掘調査では、金箔瓦や鯱瓦などの最上氏時代の城郭建

設に関わる重要な遺物が数多く出土し注目された。ま

た、平成２０年度山形城三の丸跡第５次調査では、三の丸

西側の堀跡の一部を確認することができた。

今回の調査は、一般国道１１２号霞城改良事業に伴う道

路拡張部分の発掘調査である。平成１９年１１月に、県教育

委員会によって試掘調査が行われた。国道拡幅予定地に

３本の試掘トレンチを設定し、壁面と床面を精査した結

果、近世以前の遺構が検出された。合わせて古代・中

世・近世以降の遺物が出土し、時期的に複合したエリア

と想定された。試掘調査を実施した三の丸内部は、後世

の撹乱も認められるが、盛土や表土下に良好に遺構が残

されていると確認されたことにより、国土交通省東北地

方整備局山形河川国道事務所、山形県教育委員会、財団

法人山形県埋蔵文化財センターの三者による協議を行

い、国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委

託を受け、財団法人山形県埋蔵文化財センターが調査主

体となり、記録保存の発掘調査を行うことになった。

２ 調査の概要

Ａ 発掘調査

調査は、国道１１２号の旅篭町一丁目付近の道路拡幅部

分約２２００㎡を対象とし、２次（平成２０年度第４次調査、

平成２１年度第６次調査）に分けて実施した（表１）。調

査区は、隣接する民家および工事事務所への進入路・駐

車場を確保する必要性から１１箇所に分割して設定した

（第６図）。

発掘調査では、遺構・遺物の明確な位置を記録するた

めに、国土座標関係を平面直角座標系第Ｘ系（世界測地

系）を基準にした方眼座標（グリッド）網を設定した。

基準点は国土地理院設置の街区基準点から５点を視準点

として調査区内に公共座標杭を設置し、本遺跡のグリッ

ド設定の基準杭にした。グリッドは、山形城の全域を囲

むように南北をＸ軸、東西をＹ軸とし、１グリッドあた

り３００ｍ四方の大グリッドを設定した（第５図）。さらに

大グリッド一つをさらに南から北へ００～９９、西から東へ

００～９９と３ｍ四方の小グリッドに分割した。よってグ

リッド番号を「大グリッド南北・大グリッド東西・小グ

リッド南北・小グリッド東西」の順で示すために、「Ａ

Ａ００００」のように６桁のアルファベットと数字で示した

（本調査では、調査区が大グリッドの「ＦＦ」「ＦＧ」

「ＧＦ」に含まれる）。

調査方法は、まず各調査区の範囲を確定した後、重機

を使って基本的にⅥ層の遺構検出面まで６０～９０㎝ほど表

土を掘削した。それと並行してジョレンなどを使って遺

構の検出・確認作業を行った。その作業が終わると移植

コテなどで遺構を半裁して土層の確認作業をし全体を掘

り下げる遺構精査作業を行った。その間に適宜、土層断

面や遺構平面図等の図面の作成や写真撮影等の記録作業

を行った。今回の調査では、図面作成の効率化を図るた

め業者委託による遺構測量および図化業務作業を行い、

撮影データから断面図や遺構平面図の作成、さらに報告

書作成までと一貫した作業を行った。

第４次調査

現地調査は平成２０年６月１６日から１０月３１日まで行っ

た。調査部分は、国道１１２号旅篭町交差点から西側へ１５０

ｍの地点から大手町交差点までの道路拡張部分である。

調査は、地域の方々の日常生活に支障が生じないように

調査区を９箇所に分割して行った。１区画を約２週間か

けて調査し、一つの区の調査が終わると埋め戻して、次

の調査区に移ることを繰り返した。調査工程は以下のと

おりである。

Ⅰ 調査の経緯
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１区 ６月１６日～６月２７日

２区 ６月３０日～７月１０日

９区 ７月１４日～７月２５日

８区 ７月２８日～８月８日

５区 ８月１８日～８月２９日

６区 ９月１日～９月１２日

７区 ９月１６日～１０月３日

４区 １０月６日～１０月１７日

３区 １０月２０日～１０月３１日

各調査区の期間中に業務委託による遺構配置図および

平面図作成のための等高線測量を実施した。また現地で

の調査説明会を１０月２５日に行い、調査は予定どおり平成

２０年１０月３１日に終了した。

第６次調査

現地調査は平成２１年５月１１日から行った。調査部分

は、第４次調査１区と道路を挟んだ東側の道路拡張部で

ある。現存する江戸時代の絵図面などから、山形城三の

丸の土塁跡と堀跡があったと推定される部分で、調査は

１区が６月１２日まで、２区が６月１５日～７月３０日までと

し、それぞれ調査期間中に業務委託による遺構配置図お

よび平面図作成のための等高線測量を実施した。現地で

の調査説明会を７月１８日に行い、調査は予定どおり平成

２１年７月３０日に終了した。

Ｂ 整理作業

報告書作成のための整理作業は、平成２０年度と平成２１

年度の２カ年にわたり作業を実施した。

平成２０年度は、第４次調査の図面、写真等の記録類の

整理と遺物の基礎整理（洗浄・注記・復元）を行った。

図面整理は、遺構測量業務委託の遺構平面図と断面図の

校正を行った。

平成２１年度は、７月まで第４次調査の実測作業を行

い、８月から第６次調査の基礎整理（洗浄・注記・復元）

と第４次・第６次調査の実測、トレース、拓本の遺物整理

作業と、各種図版の作成、遺物の写真撮影、版組みを行っ

た。遺構全体図および遺構個別図は、遺構測量業務委託

のデジタルデータから作成した。写真図版は、撮影した

ものから報告書に掲載するものを選出した。その後、遺

構図・遺物図・写真図版の版組みを順次行っていった。

報告書作成の版組み作業と並行して本文執筆を行った。

また、第４次・第６次調査の金属製品の保存処理と、

瓦と須恵器の理化学的分析を業務委託した。

Ⅰ 調査の経緯

表１ 発掘調査工程表
平成２０年度発掘調査（第４次調査）

平成２１年度発掘調査（第６次調査）

○機材搬入

◎機材搬出

☆等高線測量

月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

週 ３ ４ ５ ２ ３ ４ ５ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ２ ３ ４ ５

機材搬入 ○６／１６

機材搬出 ◎１０／３１

１区 ☆６／２６

２区 ☆７／１０

３区 ☆１０／２９

４区 ☆１０／１７

５区 ☆８／２８

６区 ☆９／１１

７区 ☆１０／２

８区 ☆８／６

９区 ☆７／２５

調査説明会 １０／２５

月 ５月 ６月 ７月

週 ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ ２ ３ ４ ５

機材搬入 ○５／１１

機材搬出 ◎７／３０

１区 ☆６／４

２区 ☆７／２９

調査説明会 ７／１８

２



Ⅱ 遺跡の概要

１ 地理的環境

山形城が所在する山形盆地は、南北４０㎞、東西２０㎞に

および、東側は蔵王連峰から御所山に連なる奥羽山脈

に、西側は白鷹山などの白鷹丘陵によって囲まれてい

る。山形市はその東南部に位置し、その東は宮城県（仙

台市）に境を接している。山形市の市街地は蔵王山系を

源流とし南東から北西方向に北流している馬見ヶ崎川に

よって形成された扇状地に広がっている（第１図）。現

在の馬見ヶ崎川は、近世初期に山形藩主鳥居忠政により

改修された流路とされており、近世初頭頃は、本遺跡東

側、現在の山形県郷土館「文翔館」辺りを西流していた

と推定されている。馬見ヶ崎川は、流域が浅く流路が狭

くて蛇行しているために、一旦豪雨があるとすぐ氾濫が

起こり、幾度も市街地が洪水の被害に見舞われたことが

記録に残されている。特に遺跡周辺は、南東から北西に

緩やかに傾斜しており、濁流が流れ込むなどの被害に見

舞われたと推定される。今回の調査区は、山形城三の丸

の堀および土塁付近に位置するが、調査により堀が何度

も改修された跡があり、このことからも当時の馬見ヶ崎

川の暴れ川の様子が想像される。

扇状地では、扇頂部から扇央部にかけて透水性の大き

い礫層が堆積し、河川水や降水はすみやかに浸透して伏

流水となり、扇端部で泉となって湧きだし湧水帯を形成

する。山形城の本丸・二の丸は、馬見ヶ崎川扇状地の扇

端部にあたり、湧水帯が南北に走っているため二の丸堀

はかなりの地下水の湧出があったと想像される。城南一

丁目遺跡では、山形駅西側の調査で中世から近世にかけ

ての井戸が数多く見つかっている。いずれも深さが２ｍ

程度で、地下水面が今よりずっと浅かったことが推定さ

れる。一方本遺跡は馬見ヶ崎川扇状地の扇央部にあた

り、土砂が厚く堆積し、地下水位が深く乏水地となるた

め、調査区の三の丸堀は常時水不足であったと推定され

る。調査区で見つかった近代のものと思われる井戸は、

深さが７．５ｍあったが枯渇しており、水源に恵まれな

かったことを証明している。

２ 歴史的環境

山形城は、山形市の市街地中心部に位置する大規模な

輪郭式平城で、別名「霞ヶ城」と呼ばれている。初めて

山形城を築いたのは、延文元年（１３５６年）に羽州探題と

して山形に入部した斯波兼頼といわれている。斯波氏

（後に最上氏を名乗る）は、山形において周囲の領主と

養子縁組や姻戚関係を結ぶことで勢力を拡大していく。

初代兼頼によって築かれた山形城は、後世の山形城の

本丸ぐらいの広さであったと推定され、村山盆地に散在

する城館ほどの小規模なものであった。現在のように大

規模に改修されたのは、１１代当主最上義光の時代で、最

上氏の版図は最大となる。特に慶長５年（１６００年）の出

羽の関ヶ原合戦と言われる出羽合戦の恩賞で、それまで

山形周辺の石高２０万石を支配するにすぎなかったのが、

新たに最上地方や庄内地方も支配下となり石高５７万石

（実質石高は１００万石）の大大名となる。

山形城の改修工事が行われたのは、１６世紀末から１７世

紀初めごろのようである。実際に文禄元年（１５９２年）、

朝鮮出兵のため肥前名護屋に出陣していた最上義光が、

家臣に城の普請について指示している書状が残されてい

る。この改修工事によって、本丸（東西１４４ｍ、南北１３３

ｍ）、二の丸（東西４３３ｍ、南北４７４ｍ）、三の丸（東西

１５５３ｍ、南北１６１７ｍ）と同心円状に三重の堀を構えた輪

郭式城郭となる。当時の絵図面によると、本丸には義光

が居住し、二の丸・三の丸内には一族や重臣などの上・

中家臣の屋敷が置かれていた。特に十一口の出入門付近

には、重臣を配して城へ出入りする人々の管理を行わせ

ていたようである。

三の丸外の南・東・北の三方に城下町が建設された。

城外は大別して武家屋敷と町屋敷に分かれ、武家屋敷は

三の丸の東側に下級家臣団の屋敷が配置された。町屋敷

は、羽州街道沿いに市日名のつく市場町と、肴町や旅篭

町などの交通運輸の町、銅町や鍛冶町などの職人町が配

置された。山形城外の商工業の中心地は、こうした町割

に基づいて形成された。

Ⅱ 遺跡の概要
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最上氏は義光の死後、元和８年（１６２２年）に最上家中

の御家騒動で改易を受け、代わって譜代大名の鳥居忠政

が石高２０万石で入部することとなる。忠政は最上氏時代

の縄張り図をもとにして本丸・二の丸の大改築を行って

いる。現存する二の丸堀は、鳥居氏の時代に築かれたも

のである。しかし、鳥居氏の後に石高２０万石で入部した

保科正之が奥州会津に移ってからは、計１０氏もの領主が

山形藩への入部・転封を繰り返すこととなる。それに伴

い山形藩の石高も減少していく。明和４年（１７６７年）に

入部した秋元氏は、１８世紀後半に山形城の改修を行い、

二の丸大手門外の東方に「新御殿」を建設し自ら居住す

る。また三の丸東側には侍長屋を建設する。しかし最後

の藩主である水野氏時代には、わずか５万石と最上氏時

代の１０分の１以下となり、これにより最上氏時代に造ら

れた広大な山形城を維持していくことは困難となり、城

の東側の大手門や商工業地以外の三の丸内はほとんどが

畑となったようである。

明治維新以後山形城は廃城となり、三の丸堀が次第に

埋め立てられていく。明治期には東半はほとんど埋め立

てられた。明治２９年（１８９６年）には、本丸・二の丸跡に

大日本帝国陸軍歩兵３２連隊が置かれ、終戦まで利用され

ている。

今回調査を実施した地点は鍄口から小橋口の間の部分

で、ちょうど三の丸堀が北西側へと屈曲する手前の部分

である。「最上家在城諸家中町割図」では、調査区に６

名の武家屋敷の記載がある。この中で分限帳で確認でき

たのは、「小（北）楯大学」と「佐竹庄（彦）八」の２

名である。前者は、「最上義光分限帳」と「最上家中分

限帳」で、後者は「最上家中分限帳」で確認できた。そ

れぞれ石高３００石と６５０石で召抱えられていることが確認

された。他の４名は分限帳において確認することができ

なかった。調査区付近に「一卜通」という名の通りがあ

る。その由来は、最上義光の時代に「岡一卜齊」という

伯楽（馬などを診る医者）が３０石の知行を与えられ居住

していたところから名づけられた地名である。

３ 基 本 層 序

第４次調査区の地表面の標高は、東端付近で１３６．９ｍ

前後、西端付近で１３４．６ｍ前後を測り、概ね東から西に

約２．３ｍの比高差をもって低くなっている。そのため、

東側１区～５区までの調査区は、各層ともほぼ平らに堆

積しているが、西側の６区～９区調査区は全体的に掘り

込みが深くなり、各層の検出面は一律でなく複雑な様相

を呈している。また、調査対象地は民家の敷地であった

こともあり、建物基礎部分や水道管、ガス管等が埋設さ

れて、表土付近はかなりの範囲で撹乱されていた。遺構

確認面までの深さは、５８～９５㎝であった。

遺跡の基本層序は、概ね以下の土質による。

Ⅰ．建物建設の際の撹乱や現代の盛土層

Ⅱ．近代の整地層

Ⅲ．近世の整地層

Ⅳ．旧河川の堆積層

Ⅴ～Ⅶ．近世の自然堆積層

各層とも、黒褐色系の堆積土が基本であり、若干の砂

礫、炭化物等の混入が見られるものの、ほぼ均質である。

以下、各層を詳述する。

Ⅰ層は、建物の造成に伴い基礎工事の礫・砂利・砂な

どの撹乱、盛土が中心である。特に５～８区は破壊され

たコンクリート等を含む土層で、重機による点圧のた

め、非常に硬くしまっている。

Ⅱ層は、近代以降と推定される整地層で、ほとんどの

調査区で炭化物や焼土が含まれ、堆積状況から明治期の

火災の跡と思われる。７区では、近代と思われる瓦器や

陶磁器が出土した。

Ⅲ層は、近世の層で江戸時代の整地層と思われる。７

区では、三の丸時代の瓦が大量に出土している。古絵図

面から武家屋敷があった場所であり、屋根瓦に使用され

たものと思われる。８・９区では、旧河川の流れ込みに

より粗砂と小礫を含み、奈良平安期の土師器と須恵器の

破片が出土した。

Ⅳ層は、２区と３区の東側の土層で検出され、粗砂や

小礫が大量に含まれていることから、この場所に水路な

どの何らかの流路があったと考えられる。

Ⅴ～Ⅶ層は、近世の自然堆積土。粘性があり、かたく

しまる。それぞれこの上面で近世の遺構が確認された。

第６次調査区は土塁跡・堀跡を含み、第４次調査区の

基本層序とは若干様相を異にする。１区のⅠ・Ⅱ層と２

区のⅠ～Ⅳ層は現代の整地層で４次のⅠ層にあたる。２

区のⅤ～Ⅶ層は炭化物を多量に含み、明治期に発生した

火災後の整地層と思われ４次のⅡ層にあたる。

Ⅱ 遺跡の概要
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第１図 地形分類図

Ⅱ 遺跡の概要
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Ⅱ 遺跡の概要

第２図 遺跡位置図（国土地理院発行２万５千万分の１地形図「山形北部」・「山形南部」を使用）
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Ⅲ 調査の成果

１ 第４次調査

１区

東西約１４ｍ、南北約９．５ｍの範囲で掘削を行った。一

部撹乱が見られるが、検出状況は良好である。地表面か

ら遺構検出面（Ⅳ層）までの深さは約５８㎝である。

検出された遺構は、土坑１４基、ピット４３基、溝跡７

条、性格不明遺構４基である。ピットは東側に集中して

見つかり、柱穴の構成状況から掘立柱建物跡の存在が推

定される。炭化物を含む土坑や、一辺約１．２ｍの石組の

遺構が検出された。遺構からは土師器・須恵器の小破片

が出土するが、多くは流れ込みの可能性が高い。

出土遺物は１～１９の１９点を掲載した。１・８はピッ

ト、２・５・１２は溝跡、７・９・１６・１７は土坑、１５・１８

は性格不明遺構から出土した。その他は遺構外出土であ

る。１は返りを有する須恵器の坏蓋で、７世紀末から８

世紀初頭の所産と推定される。２は須恵器の高台付坏、

５は須恵器の甕で、８世紀後半から９世紀初め頃のもの

と思われる。１２は青花の角形皿である。７・９は同一遺
しのぎ

構から出土し、７は土師器の甕、９は鎬蓮弁文をもつ青

磁碗の破片である。８は関東系土師器の坏で８世紀前半

の所産と思われる。遺構外出土遺物は、３が須恵器の

坏、４が須恵器の甕、６が土師器の小型甕である。１０は

肥前陶器の皿で、１６世紀末から１７世紀初めの所産と思わ

れる。１１は肥前磁器の段重の蓋で、１９世紀初めの所産と

思われる。１３・１４は型打皿で瀬戸美濃産と考えられる

が、１３には目跡が残る。１５・１６は黒色の平瓦である。瓦

は１区と７・８・９区で大量に出土した。ほとんどが三

の丸時代の近世の瓦である。１７・１８は金属製品の和釘で

頭部が残る。金属製品はすべての区から出土した。特に

四角い断面をもつ日本古来の和釘が多く出土し、何らか

の建築物の存在が推定される。１９は中国明の「宣徳通

宝」で、調査区東端から出土した。銭貨は第４次調査全

体で９点を図示した。

２区

東西約１２ｍ、南北約１０ｍの範囲で掘削を行った。中央

部付近にマンホール設置等による撹乱が見られる。地表

面から遺構検出面（Ⅵ層）までの深さは約９５㎝である。

検出された遺構は、土坑１４基、ピット５０基、溝跡３

条、性格不明遺構３基である。ピットは概ね浅く、覆土

は粗砂・小礫を含んでいる。調査区の南側では長さ８

ｍ、幅１．５ｍの落ち込みが見られ、砂礫層であることか

らこのあたり一帯が近世の川跡だったと推定される。東

側１区との境界にあるＳＸ２０５４と南側に連続するＳＸ

１０５５の性格不明遺構には直径１０～２０㎝ほどの礫が集中し

ている。河川の流路に伴い堆積したものと思われる。

出土遺物は２０～３２の１３点を掲載した。２１・２７・３１が

ピット、２５が溝跡、２０・２４・２６・３０・３２が性格不明遺構

からの出土で、それ以外は遺構外出土である。１区同様

土師器・須恵器の出土は流れ込みの可能性が高い。２１は

土師器の有段坏で、内面に黒色処理が施されている。２７

は陶器の脚部で、器種は不明である。３１は渡来銭で熙寧

元宝である。２５は天目茶碗の破片で、中世のものと思わ

れる。２４は肥前陶器の皿、３０は釘、３２は永楽通宝で、Ｓ

Ｘ２０５４から出土した。２０は須恵器の大型の甕の破片で８

世紀のものと思われる。２６は在地産の染付の碗である。

遺構外出土遺物は、２２が土師器の長胴甕で、底部に木葉

痕が認められる。２３は瀬戸美濃陶器の折縁皿の破片で、

１６世紀末から１７世紀初めの所産と思われる。２８は円盤状

石製品で中央部が穿孔される。２９は煙管の吸口部分であ

る。

３区

東西約１０ｍ、南北約９ｍの範囲で掘削を行った。西側

は建物基礎による撹乱のため、遺構は確認できない。地

表面から検出面（Ⅵ層）までの深さは、約７０㎝である。

検出された遺構は、土坑１３基、ピット３６基、溝跡５条

で、このうち柱穴と思われるピットは１５基である。全体

の規模や形は不明だが、掘立柱建物跡（ＳＢ３１０１・３１０２・

３１０３）を３棟検出する。北西方向に主軸を持つ建物がわ

ずかに位置を変え、２度の建て替えを行っている様子が

うかがえる。南東側から北西側に向かい砂礫層が広が

り、ＳＫ３０４６土坑を切っている。南側のピットでは河川

Ⅲ 調査の成果
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による浸食が見られる。東側の１・２区では砂礫層の上

に遺構が見られ、３区は１・２区より早く砂礫が流れ込

み堆積したと推定される。また東側遺構検出面の下層か

ら南北に直径１０～２０㎝の集石が検出された。

出土遺物は３３～４３の１１点を掲載した。遺構内からの遺

物として、ＳＫ３０４９土坑とＳＤ３０３５溝跡から古代の遺物

が多く出土した。３３・３７・３８がＳＫ３０４９出土で、３３は須

恵器の坏蓋、３７は土師器の高台坏、３８は土師器の坏であ

る。土師器はどちらも内面が黒色処理されていて年代は

３７が９世紀前半、３８が８世紀中頃と考えられる。３４～３６

はＳＤ３０３５から出土した。いずれも須恵器の甕で破片の

調整や色調から同一個体と推定される。同じ遺構から永

楽通宝１４枚（４３）が癒着したまま出土した。４０・４１は土

坑からの出土である。４０はかわらけの灯明皿で、口縁部

から内面上部にかけて煤が付着し、黒く変色している。

遺構外ではあるが、同じかわらけの灯明皿３９が付近から

出土している。４１は肥前陶器の皿で、１６世紀末から１７世

紀初めの所産と思われる。４２は遺構外の遺物で、肥前磁

器の香炉と考えられる。年代は１７世紀半ばから１８世紀半

ばの所産と思われる。

４区

東西約１４．３ｍ、南北約１１．７ｍの範囲で掘削を行った。

東側約４分の１と西側の一部は建物基礎による撹乱のた

め、遺構は残っていない。地表面から遺構検出面（Ⅵ

層）までの深さは約６４㎝である。

４区にも全体の規模は不明であるが、３棟の掘立柱建

物（ＳＢ４１０１・４１０２・４１０３）が想定される。３棟ともほ

ぼ同じ場所にあり、建て替えしたものと考えられる。ま

た、主軸方向や建て替え状況など、３区の建物跡との共

通性も認められ、関連がうかがえる。建物跡周辺の土坑

やピットには、焼土や炭化物を多量に含むものが多く、

火災にあった可能性も推測される。検出された遺構は、

土坑２４基、ピット３４基、溝跡４条で、このうち柱穴と思

われる土坑、ピットは２３基である。柱穴の深さは、３棟

とも４０㎝～６０㎝の間でほとんどは底部から大量の礫が出

土し、敷石・根固め石として使用されたものと思われ

る。特にＳＫ４００２は根固め石が現状のままで検出されて

おり、柱を抜き取った後そのまま放置されたものと考え

られる。ＳＢ４１０１の掘立柱建物構成柱穴となるＳＫ４０４８・

ＳＰ４０４５・ＳＰ４０４３・ＳＰ４０４０・ＳＰ４０３７はＳＰ４０４３～

ＳＰ４０４０間が約１．５ｍをのぞいて約２．４ｍ間隔であり、Ｓ

Ｐ４０３７の東にはＳＫ４００２が約２．４ｍの間隔で並ぶ。ＳＢ

４１０２掘立柱建物構成柱穴となるＳＰ４０４６・ＳＰ４０４４・Ｓ

Ｐ４０４２・ＳＰ４０３８は約２ｍ・１．２ｍ・２ｍの間隔で並ぶ。

さらにＳＰ４０４２の東にはＳＰ４０３２・ＳＰ４０６４・ＳＰ４０１１

が１．６ｍ・２ｍ・２ｍ・２．４ｍの間隔で、ＳＰ４０３８の東には

ＳＰ４０３４・ＳＰ４０６３・ＳＰ４００７が約１．２ｍ・２ｍ・２．４ｍの

間隔で並ぶ。ＳＢ４１０３掘立柱建物構成柱穴となるＳＰ４０４７・

ＳＰ４０２６・ＳＰ４０２７・ＳＰ４０２９・ＳＫ４０３３は約１．５ｍ・１．２

ｍ・１．５ｍ・２．４ｍの間隔で並ぶ。ＳＫ４０３３の東にはＳＰ

４００５・ＳＰ４００８が１．２ｍ・２．４ｍの間隔で並ぶ。これらの

事からＳＢ４１０１は、南北４間×東西１間以上、ＳＢ４１０２

は、南北２間×東西３間以上に１間の庇付き、ＳＢ４１０３

は、南北４間×東西２間以上の掘立柱建物が想定される

が、調査範囲に制限があり詳細の確認には至らなかった。

出土遺物は、４４～６８の２５点を掲載した。４５・４６・５３は

建物を構成するピット、土坑内から出土した。４５・４６は

須恵器の坏で、８世紀中頃の所産と考えられる。５３は瀬

戸美濃の天目茶碗で、１６世紀後半の所産である。４７・４９

もピット出土で、４７は須恵器の瓶である。４９は土師器甕

の体部で、継ぎ目の加工痕が明確に残る。５０～５２・６２・

６３・６８は土坑から出土した。５０は瓷器系陶器の鉢、５１は

須恵器系陶器の擂鉢である。擂鉢は擂り目から１３世紀～

１４世紀の所産と思われる。５２は肥前陶器の皿で、同じ遺

構から両端が細く尖った棒状鉄製品６８が出土した。６２は

中央部が窪んだ円形の石製品で、遺構外出土の６１はこれ

に類似する。６３は中央部穿孔の円盤状石製品である。

５４・５５・５８・６４は溝跡出土である。５４は青磁の碗で、１３

世紀の所産と思われる。同じ遺構から、肥前陶器の小形

の瓶５８と漆を濾すのに使われる和紙の漆濾６４が出土し

た。５５は青花の端反皿で、１５世紀～１６世紀の所産と思わ

れる。以下は遺構外の遺物で、すべてⅤ層から出土して

いる。４４は須恵器の坏蓋で、８世紀中頃の所産と思われ

る。４８は土師器甕で底に木葉痕が残る。５６は肥前磁器で

段重の蓋、５７は在地産の陶器で鍋、５９は器台形土製品

で、径１．５㎝程の孔が開けられている。６０は山文軒丸瓦

で、「山形」の地名か「山形城」の名称を表していると

考えられる。

５区

東西約１２ｍ、南北約７．６ｍの範囲で掘削を行った。中

Ⅲ 調査の成果
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央部約３分の１は排水パイプ、水道管など近現代の埋設

物が多く、遺構の遺存状況は良くない。地表面から遺構

検出面（Ⅴ層）までの深さは約７８㎝である。

検出された遺構は、土坑１２基、ピット１６基、溝跡２条

である。ＳＤ５００５（ａ・ｂ・ｃ）は、幅約２ｍ、最深約

２ｍ、長さ約１０ｍまで検出した。出土遺物は、６９～７６の

８点を掲載した。６９・７５・７６が溝跡ＳＤ５００５、７２・７４が

土坑から出土した。６９は青磁碗で１５～１６世紀の所産と思

われる。７５・７６は釘である。７４も釘で、７２は砥石であ

る。以下は遺構外出土で、７０は１５～１６世紀の青磁碗、７１

は肥前磁器の合子蓋、７３は煙管の吸口である。

６区

市道鍄口北小路線を挟み、調査区を東西に二分して調

査を行った。西側部分は、東西約７．１ｍ、南北約８．５ｍ、

東側部分は、東西約２．２ｍ、南北４．３ｍの範囲で調査し

た。西側部分の南側約３分の１は建物基礎により深い地

点まで撹乱がおよんでいるが、土坑等の遺構が検出され

た。覆土の状態から三の丸の時期と判断される。西側部

分の北側と東側部分については古代の遺構が主体であ

る。地表面から遺構検出面（Ⅵ層）までの深さは約８０㎝

である。

検出された遺構は、土坑２２基、ピット１６基、溝跡６

条、竪穴住居跡２棟（ＳＴ６００２、ＳＴ６０１６）である。検

出されたピットのうちＳＰ６０４８はＳＴ６００２の、ＳＰ６００６

はＳＴ６０１６の遺構内柱穴と考えられる。竪穴住居跡は、

２棟とも調査区際での検出で、ＳＴ６００２は撹乱に南側を

切られているが、一辺が約３ｍの方形と考えられる。Ｓ

Ｔ６００２は深さ約１０㎝、ＳＴ６０１６も深さ約１０㎝で貼り床が

なされ、いずれも奈良時代の竪穴住居跡と考えられる。

ＳＴ６００２からは土師器の高坏８２が、ＳＴ６０１６からは土師

器の坏８７が出土している。また２棟の竪穴住居に挟まれ

た溝（ＳＤ６００１）からも同時期と考えられる土器が多く

出土しており、一帯で古代の集落が営まれたと考えられ

る。

出土遺物は７７～１１７の４１点を掲載した。ＳＤ６００１から

は多数の遺物が出土し、８世紀前半の所産と考えられる

須恵器の坏蓋（８０）、土師器坏（８４・９３～９７）、土師器の

甕（１０４）がある。土師器坏には、有段坏（８４）や、内

面を黒色処理したもの（９３）が見られる。この他にも、

ピット、土坑、溝跡などから遺物が出土している。７７・

７８・７９は遺構出土であるが、縄文時代後期の深鉢の破片

で流れ込みと考えられる。８１は須恵器の高台坏、８２は土

師器の高坏脚部、８３は当初古代の遺物と考えたが古代の

ものではない。８５～９０は土師器の有段坏で内面が黒色処

理されている。９８・１００・１０１・１０３は土師器の長胴甕で

ある。１０５は陶器と考えられる。１０６・１０７・１０８はかわら

け、１１２は陶磁器の焼成に使用される焼台、１１４は七輪の

ミニチュアで子どもの遊び道具と思われる。１１６は煙管

の吸口である。以下は遺構外の遺物で、９１・９２は土師器

の坏で、９２は内面を黒色処理されている。９９・１０２は土

師器の長胴甕、１０９は香炉か。１１０は在地産の土瓶、１１１

は肥前磁器の仏花瓶で１９世紀後半以降の所産と思われ

る。１１３は焼台、１１５は円盤状石製品で、１１７は煙管の吸

口である。

７区

東西約１８ｍ、南北約９ｍの範囲で掘削を行った。調査

区中央にコンクリート塀の基礎が残るため、東西に二分

して調査を行った。東側部分は、東西約１０ｍ、南北約

８．８ｍ、西側部分は東西７．３ｍ、南北９．２ｍの範囲で調査

した。東西とも南側に深い撹乱がおよんでいるが、北側

は比較的安定している。地表面から遺構検出面（Ⅶ層）

までの深さは約７５㎝である。

検出された遺構は、土坑３２基、ピット２１基、溝跡９

条、性格不明遺構２基、竪穴住居跡５棟（ＳＴ７００１～

７００５）である。遺構は全体的に掘り込みが深く、特に土

坑は深さ５０㎝を超えるものが多い。竪穴住居跡は、重複

が著しく全形等、不明な点が多い。６区から７区の東側

部分までは古代の遺構が多く認められるが、７区西側部

分の遺構の多くは、近世の土坑やピットである。西側中

央部で検出された長さ４．５ｍ、幅１ｍの南北の石積み遺

構（ＳＸ７０４７）には多量の近世瓦が混入していた。三の

丸時代のものと見られ、８・９区でも同様の瓦が出土し

たことから、当地区に瓦葺きの建物が想定される。この

地点は三の丸内であり、瓦屋根の建物という点を考慮す

ると武家屋敷跡と推定される。

出土遺物は整理箱６箱におよぶ。そのうち１１８～１７４の

５７点を掲載した。古代の遺物として、ＳＴ７００１から出土

した９世紀末の横瓶の破片（１２８）の他、８世紀前半の

所産と思われる須恵器の坏蓋（１１８）、高台坏（１２２）、坏

（１２３）、９世紀前半の須恵器の坏蓋（１１９・１２０・１２１）、
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坏（１２４）、瓶（１２６）が出土した。１３０・１３３は土師器の

坏で、１３０は８世紀前半所産の関東系土師器と考えられ

る。１３１は土師器の有段坏で１３１と１３３は内面黒色処理さ

れている。１３４・１３５・１３６は土師器の長胴甕、１３７は８世

紀の所産と思われる土師器の長胴甕である。古代の遺構

外出土遺物は、１２５・１２７が須恵器の甕、１２９が土師器の

高坏、１３２が土師器の坏、１３４が土師器の長胴甕、１３８は

土師器の甕である。近世の遺物はＳＸ７０４７から大量の黒

色瓦、陶器、石製品が出土しており、１５４・１５６は唐草文

軒平瓦、１６０は連珠三巴軒丸瓦、１６２は丸瓦、１４０は１７世

紀前半の所産と思われる瀬戸美濃の折縁皿、１６５は砥石、

１６６・１６７は温石である。その他の遺構出土遺物として、

１４１は１６世紀後半の所産と思われる瀬戸美濃陶器皿、１４４

は１６世紀末の肥前陶器皿で内面に胎土目が残る。１４７は

肥前陶器の瓶類、１５０は在地産擂鉢、１５２は瓦質土器の火

鉢、１５７は裏面に縦横の線刻を施した唐草文軒平瓦、１６４

は石鉢、１７０は鉄製品であるが用途不明、１７２・１７３は釘、

１７４は永楽通宝である。遺構外で出土した遺物として、

１３９はかわらけ、１４２・１４３は１８世紀初めの肥前陶器で１４３

は向付、１４５は瀬戸美濃磁器の端反碗、１４６は肥前磁器の

碗、１４８は在地産の香炉、１４９は肥前磁器の蛸唐草文の仏

花瓶、１５１は１７世紀前半の所産と思われる瓦質土器の火

鉢、１５３は同じく瓦質土器の七輪、１５５は唐草文軒平瓦、

１５９は１８世紀前半の赤瓦である。赤瓦は、黒瓦に比べ水

を吸わないため耐久性がよいとされた。１６１は黒瓦の丸

瓦である。１６３は坩堝か取瓶と考えられ高温で被熱した

痕跡がある。１６８は円盤状石製品で１６世紀末から１７世紀

初めの出土例がある。１６９は錆の付着が著しく原型の推

定が難しいが、鉄製の短刀と考えられ、長さ２９５㎜、刃

渡り推定２２５㎜、厚さ４．５㎜を測る。年代は不明である。

１７１は煙管の吸口である。

８区

東西約６ｍ、南北約９ｍの範囲で掘削を行った。調査

区の北半分程から整地層と考えられる面を検出。南側は

後世の掘削により失われているが、遺構は確認できる。

地表面から検出面（Ⅶ層）までの深さは約８０㎝である。

検出された遺構は、土坑１２基、ピット１７基、溝跡３

条、性格不明遺構１基、河川跡が１条である。調査区北

東側で検出された溝跡ＳＤ８００５の下層から、旧河川を検

出した。深さは約１．５ｍ、幅は４ｍ以上と推測される。

旧河川からは土師器・須恵器の小破片が出土する。調査

区北半分の土坑の多くは炭化物・焼土粒を１～３層に含

んでいる。

出土遺物は１７５～２２５の５１点を掲載した。古代のものが

わずかに見られるがほとんどが近世以降の遺物である。

ＳＫ８００８からは９世紀前の所産と思われる須恵器の高台

坏（１７５）、かわらけの皿（１８０）、中砥と思われる砥石

（２１１）、中央部が円形に窪んだ石製品（２１６）、金属製の

煙管の吸口（２１７・２１８）、和釘（２２１）が出土した。その

他の遺構から出土した遺物で、１７６は８世紀後半の所産

と思われる須恵器の有段坏、１７７は８世紀前半から中頃

の所産と思われる内面が黒色処理された土師器の坏、

１８１は胎土目が残る１６世紀末の肥前陶器の皿、１８２・１８３

は瀬戸美濃の志野皿、１８４は肥前陶器の碗、１８５は１７世紀

前半の肥前陶器の溝縁皿、１８６は１７世紀前半の瀬戸美濃

陶器の織部の茶碗、２０２は陶器の瓶、２０８は丸瓦、２１２・

２１３は碁石と思われる円盤状石製品、２１５は硯、２１９・２２０

は和釘、２２３は銭である。北東角の遺構からは、在地産

陶器の皿（１８７・１８８・１８９）、碗（１９０）、鉢（１９１）、油徳

利（２０３）、在地産磁器の型打皿（１９８・１９９）、碗（１９５）、

会津本郷産の陶器の仏飯器（２０１）、１８世紀中頃と思われ

る肥前磁器の蓋（１９２）、１８世紀末から１９世紀初頭の所産

と思われる瀬戸美濃磁器の碗（１９６・１９７）、蛇の目凹形

高台を持つ１８世紀後半の肥前磁器の皿（２００）、砥石

（２０９・２１０）、赤瓦の平瓦（２０５）、金属製品の簪（２２２）、洪

武通宝（２２４）が出土した。遺構外から出土した遺物と

して１７８は土師器の長胴甕、１７９は９世紀中頃の土師器の

坏、１９４は瀬戸美濃磁器の碗で１９世紀中頃の所産と思わ

れる。２０４は焼成に使用される焼台、２０６は黒瓦の連珠三

巴軒丸瓦、２０７は赤瓦の連珠三巴軒丸瓦、２１４は円盤状石

製品、２２５は、漆器の碗だが年代は不明である。

９区

東西約１０．５ｍ、南北約１０ｍの範囲で掘削を行った。調

査区の西端で、以前駐車場だったため基礎等の撹乱が多

く見られる。地表面から遺構検出面（Ⅶ層）までの深さ

は約９０㎝で、Ⅰ層とⅡ層は敷地造成用の盛土である。

検出された遺構は、土坑１８基、ピット１４基、溝跡９

条、性格不明遺構４基である。柱穴の他に方形や楕円形

を呈する大型の土坑が検出された。概して掘り込みが深

く、６０～７０㎝の深さを持つ遺構が多い。本区からも多く

Ⅲ 調査の成果

１２



第４８図 第６次調査１区全体図・層序

６１



の瓦が出土しており、瓦葺きの建物が想定される。遺物

は北側で土師器・須恵器など古代の遺物の出土が多い

が、明確に古代の遺構と判断されるものはなく、三の丸

造成時の混入と考えられる。南側は近世の遺物が多い。

出土した遺物は２２６～２７６の５１点を掲載した。注目すべ

き遺物は遺構から出土した平安時代の平瓦２５８・２５９であ

る。凹面に布目痕を残す。２２６は８世紀の所産と思われ

る須恵器壺の肩部分、２２７は須恵器の高台坏、２２８は８世

紀中頃から後半の所産である須恵器の坏、２２９・２３０は９

世紀中頃から後半の所産である須恵器の坏、２３１・２３２は

９世紀後半所産である内面が黒色処理された土師器の高

台坏、２３４は９世紀中頃から後半の所産である土師器の

長胴甕、２３５は９世紀後半所産の土師器の長胴甕、２３６は

かわらけの皿である。２４４は１６世紀末の所産と思われる

胎土目が残る肥前陶器の皿、２４７は蛇の目凹形高台を持

つ在地産磁器の皿、２５０は１９世紀初頭以降の瀬戸美濃磁

器の徳利、２５１は瀬戸美濃磁器の小徳利、２５５は在地産と

思われる壺である。２３７はかわらけの皿である。２３８・

２３９は１６世紀後半所産の瀬戸美濃陶器の折縁皿である。

２４１は１６世紀末から１７世紀初頭にかけての肥前陶器の向

付である。２４２・２４３は１８世紀初頭の肥前陶器の皿であ

る。２４３には内面に胎土目が残る。２４６は１９世紀以降の瀬

戸美濃磁器の小杯である。２５６は瓦質土器の鉢である。

２６９・２７０は石鉢である。２７２・２７３・２７４はそれぞれ金属

製品の刀子、和釘、環状金属製品である。遺構外の遺物

としては、２３３は土師器の長胴甕、２４０は１６世紀末所産の

肥前陶器の皿、２４５は１９世紀中頃から後半の所産と思わ

れる瀬戸美濃磁器の碗である。２４８・２４９は瀬戸美濃磁器

の型打皿である。２５２・２５３は在地産の擂鉢、２５４は１７世

紀前半所産の備前産の擂鉢である。２５７は瓦質土器の羽

釜である。２６０～２６７は同じ層から出土した瓦である。

２６０は黒瓦の唐草文軒平瓦、２６１は文様は不明であるが赤

瓦の軒平瓦、２６２は黒瓦の平瓦、２６３・２６４は黒瓦の丸瓦、

２６５・２６６は赤瓦の丸瓦、２６７は装飾瓦の一部と推定され

る。２６８は石鉢である。２７１は石製品の硯で年代は不明で

ある。２７５は寛永通宝の破片である。

２ 第６次調査

１区

東西約３５ｍ、南北は西端約７ｍ、東端約１１ｍのＬ字形

の範囲で掘削を行った。一部に撹乱が見られるが、遺構

の検出状況は良好である。地表面から遺構検出面までの

深さは約４２㎝である。遺構は主に調査区西側で検出さ

れ、竪穴住居跡１棟（ＳＴ１１６）と多数の土坑、ピット

が確認された。土坑、ピットは近世の遺構と推定され

る。ピットは集中して見つかり、その構成から掘立柱建

物跡の存在が推定されるが、確定には至らなかった。

ＳＴ１１６は一部、撹乱が床面に達しているが、比較的

良好な状態で検出された。東西約３．５ｍ、遺構北側は調

査区外に伸びている。深さ約１６㎝で、貼り床は認められ

ず、床面からＥＰ１２１・１２３が検出された。ＥＰ１２１・１２３

は柱穴とも考えられるが、ＥＰ１２１は直径約２８㎝、深さ

約１１㎝、ＥＰ１２３は直径約３８㎝、深さ約９㎝とやや浅い。

ＳＴ１１６覆土中には、須恵器片、土師器片が見られ、８

世紀前半のものと推定される須恵器の高台坏（２８１）、坏

（２８３）が出土した。隣接するトレンチからも同時期と考

えられる須恵器の坏（２８２）、蓋（２８０）が出土している。

調査区東側は遺構の空白域で、近代の井戸と、整地層

と考えられる不定形の礫層が認められるのみである。こ

の空白域は幅約１３ｍで、ＳＤ２０２堀跡と隣接する位置関

係にあることから土塁跡と推定され、整地層は土塁廃絶

時のものである可能性が考えられる。

１区の出土遺物は２７７～３５２の７６点を掲載した。２７７～

２８３が須恵器、２８４が土師器、２８５・２８６がかわらけ、２８７

～３２１が磁器、３２２～３２５・３３９～３４１が陶器、３２６～３３１が

瓦質土器、３３２～３３８が瓦、３４２が土製品、３４３～３４７が石

製品、３４８～３５２が金属製品である。東側整地層からの出

土が多く、遺構出土の遺物はＳＴ１１６の須恵器２点と、

ＳＫ９８の寛永通宝（３５２）のみで、その他は粗掘時の検

出遺物である。３５２は写真のみ掲載した。

整地層から出土した遺物は、２７９・２８５・２８９・２９２・

２９４・２９６・２９８・３００～３０４・３０６・３１０・３１２・３１５・３１７・

３１８・３２１～３２４・３２６・３３２・３３４・３３６・３３７・３３９・３４１・

３４３・３４７の計３１点である。須恵器は８世紀前半のもの

で、流れ込みと考えられる。かわらけは灯明皿で、煤の

付着が見られる。陶磁器類は１９世紀前半のものが主体

Ⅲ 調査の成果

１３



で、碗蓋、碗、皿、猪口などの食膳具類が大半を占め

る。２８９・２９４・２９８・３０２～３０４・３１０・３１２・３１５・３１７は

肥前磁器で、３１５・３１７は同一個体の鉢と考えられる。

２９６・３００・３０１・３０６・３１８は瀬戸美濃産の磁器である。

２９２・３２１は在地産と考えられる。３２２～３２４は灯火具の秉

燭、３３９は素焼きで皿状を呈し、複数の穴が開けられて

いるが用途は不明である。３４１は陶磁器の焼成に使用さ

れた焼台で、製品とともに持ち込まれたものと推測され

る。３２６は瓦質土器の火鉢である。瓦は３３２が平瓦、３３４

が連珠三巴文の軒丸瓦、３３６・３３７が丸瓦である。３４３は

石鉢、３４７は風間産の砥石である。

粗掘時の遺物は、２７７・２７８・２８４・２８６～２８８・２９０・

２９１・２９３・２９５・２９７・２９９・３０５・３０７～３０９・３１１・３１３・

３１４・３１６・３１９・３２０・３２５・３２７～３３１・３３３・３３５・３３８・

３４０・３４２・３４４～３４６・３４８～３５１の４０点を掲載した。須恵

器・土師器は８世紀前半のものと考えられる。陶磁器

は、主に１９世紀代の所産と考えられ、多くが食膳具類で

ある。２８７・２８８・２９１・２９３・２９５・２９７・２９９・３０８・

３０９・３１１・３１３・３１４・３１６が肥前磁器、２９０・３０５・３０７・

３１９は瀬戸美濃産である。３２０・３２５は在地産と考えられ

る。３４０は焼台である。瓦質土器はいずれも火鉢と考え

られるが、３２９は香炉の可能性がある。瓦は３３３が赤瓦、

３３５は連珠三巴文の軒丸瓦である。３４２は土製の賽子、

３４４は石臼、３４５・３４６は砥石で、風間産と考えられる。

いずれも石材採取時の工具痕が認められ、３４５は近代の

ものと推定される。金属製品は３４８が火箸、３４９が鎹、

３５０が煙管、３５１が寛永通宝である。

２区

調査区は東西約１６ｍ、南北約５ｍで、地表面から遺構

検出面までの深さは最大で約１６５㎝である。三の丸堀と

考えられるＳＤ２０２と土坑１基（ＳＫ２０４）が検出された。

ＳＫ２０４は径約１４０㎝、深さ約７０㎝の土坑である。ＳＤ

２０２東岸の石組４の下で検出され、堀が機能していた段

階で掘られた土坑と考えられる。出土遺物は４９７～５０１の

５点を掲載した。４９７は１９世紀初頭の肥前磁器の碗であ

る。４９８は土製品で、ミニチュアと考えられる。４９９は丸

瓦、５００・５０１は用途不明の石製品で、中央部に窪みを持

つ。この他に赤色の漆器碗が出土している。

ＳＤ２０２は幅約８．５ｍ、深さは最大約３．８ｍで、調査区

を南北に横切っている。西側が城内、東側が城外にあた

り、東側岸に護岸のためと考えられる石組が確認され

た。石組は１～６まで確認でき、少なくとも５回の補修

が行われている。初期の石組５からは１７世紀前半の遺物

が検出されており、１７世紀代には護岸がなされていた可

能性が高い。この時期の堀の深さは最大でも１．７ｍ程で、

１～１８層がこの時期に当たる。その下には短期間に堆積

したと考えられる砂層１９～２５層が確認され、砂層下には

東岸の崩落層と考えられる２７～３２層が確認された。最下

の３３層は泥層で初期の堀底の堆積層と考えられる。遺構

の様相から、堀は当初４ｍ近い深さを持っていたが、短

期間に砂で埋まり、その後元の深さに復旧されることな

く廃絶となったことが窺われる。砂の堆積層について

は、元和９年（１６２３年）の馬見ヶ崎川の洪水により山形

城の外堀が破損していることから、このときに流れ込ん

だものである可能性が考えられる。

遺物は２・３・７～１３・１５・１７・１９・２０・２２層、石組

１・４・５から出土しており、砂層堆積後の１～１８層の

間で多く検出されている。２層出土の遺物は３５３～３６８の

１６点を掲載した。主体は陶磁器で、３５３・３５４が肥前磁器

の碗、３５５が瀬戸美濃の碗、３５６が瀬戸美濃の小坏、３５７

～３５９は肥前磁器の皿、３６０・３６１は型打皿で瀬戸美濃産

と考えられる。いずれも、１８世紀末から１９世紀の所産で

ある。３６２・３６３は在地の陶器で、３６２が甕、３６３が秉燭。

３６４～３６８は金属製品で、３６４・３６５が釘、３６６～３６８は寛永

通宝と考えられ、３６６・３６７は鉄銭である。

３層は３６９～３８５の１７点を掲載した。３６９～３８４が陶磁器

で、３８５は火鉢と考えられる瓦質土器である。３６９・

３７０・３７２は大堀相馬の陶器で、碗、香炉、小坏である。

３６９は１８世紀前半、３７２は１８世紀後半の所産と考えられ

る。３７１は在地産の碗、３７３が皿である。３７４～３７９は磁器

で、３７５・３７７・３７８が肥前磁器、３７４・３７６・３７９は瀬戸美

濃産と考えられる。３７４～３７６は碗でいずれも１９世紀代の

所産である。３７７は肥前磁器の皿で、裏面に「一卜」の

朱書きがある。３７８は肥前磁器の八角鉢と考えられる。

３７９は型打皿である。３８０は擂鉢で、在地産と考えられ

る。３８１は肥前陶器の甕で、二彩唐津と呼ばれるもので

ある。３８２・３８３は在地産の秉燭、３８４は在地産の植木鉢

である。

７層は多数の遺物が出土し、３８６～４１３の２８点を掲載し

た。３８６は８世紀前半の須恵器で、流れ込みと考えられ
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る。３８７～４０７は陶磁器類で１８世紀末から１９世紀にかけて

のものが主体となる。３８７～３８９・４０１は陶器で、３８７が大

堀相馬の小坏、３８８は肥前陶器の碗、３８９は在地産の鉢で

ある。４０１は大堀相馬産の徳利と考えられる。３９０～４００

は磁器で、３９０・３９１は肥前磁器の蓋、３９２・３９３は碗で１８

世紀中頃のものと考えられる。３９４・３９５は瀬戸美濃、

３９６・３９７は在地産の碗である。３９８は肥前磁器の広東碗

で、１８世紀末から１９世紀初頭の所産と考えられる。３９９

は肥前磁器の皿で、４００は在地産の徳利である。４０２は在

地産の秉燭である。４０３・４０４は在地産の擂鉢である。

４０５は土師質土器で火鉢、４０６・４０７は窯道具の焼台であ

る。４０８は砥石で、仕上砥と考えられる。４０９～４１３は金

属製品で、４０９～４１１が小型の釘、４１３は煙管の吸口、４１２

は箆状であるが、用途不明である。

８層は出土遺物４１４～４３０の１７点を掲載した。時期は１９

世紀代が中心か。４１４は流れ込みの土師器で、高坏の脚

と考えられる。４１５はかわらけである。４１６は瀬戸美濃磁

器の小坏で、器厚がごく薄い。４１７は肥前磁器の碗、４１８

～４２０は磁器皿で、４１８が瀬戸美濃産、４１９・４２０は在地産

と考えられる。４２１は肥前磁器の角鉢である。４２２は在地

産の擂鉢、４２３・４２４は秉燭である。４２５は泥面子と考え

たが、下部に穴が設けられており、別の用途も考えられ

る。４２６は焼台である。４２７～４３０は金属製品で、４２７は小

型、４２８はやや大型の釘、４２９は端がコイル状の金属製品

で用途不明、４３０は鉄銭である。

９層では４３１～４４８の１８点を掲載した。４３１がかわらけ、

４３２～４４４が陶磁器、４４６が砥石、４４７・４４８が釘である。

４３２は瀬戸美濃の陶器碗、４３３・４３４は大堀相馬産で４３３が

碗、４３４が蓋物である。４３５～４４０は磁器で、４３５は瀬戸美

濃の端反碗で焼継がある。４３６は１９世紀前半と考えられ

る肥前産の段重蓋である。４３７は肥前磁器の猪口、４３８・

４３９は皿で４３８が瀬戸美濃、４３９が在地産と考えられる。

４４０は肥前産の仏飯器である。４４１～４４４は陶器で、４４１・

４４２が在地産の秉燭、４４３が益子産の土瓶、４４４は焼台で

ある。４４５はミニチュアの土製品である。

１０層以下は遺物が少ない。１０層は４４９・４５０の２点で、

１８世紀前半と考えられる肥前磁器の碗である。１１層は４

点で、４５１～４５３が肥前磁器、４５４は火箸である。１３層は

５点で、４５５はかわらけ、４５６・４５８は肥前磁器で碗と徳

利、４５７・４５９は在地産の皿と鉢である。１５層は２点で、

４６０が土師器甕、４６１が在地産の擂鉢、１７層は土師器の有

段坏４６２が出土している。４６０・４６２は流れ込みと考えら

れる。１９層は陶器３点が出土しており、４６３・４６４は在地

産の瓶と碗、４６５は瀬戸美濃産の瓶である。２０層ではか

わらけの４６６、２２層では１６世紀末頃の肥前産陶器皿４６７が

出土した。

石組は比較的撹乱が少なく、護岸の開始と最終期の年

代を窺うことができる。石組１は４７７～４９０の１４点を掲載

した。４７７～４８０は陶器で、４７７は肥前陶器の向付、４７８は

肥前陶器の碗で１７世紀代、４７９・４８０は大堀相馬の碗と小

坏で、１８世紀代のものと考えられる。４８１は肥前磁器の

碗である。４８２～４８５は瓦で、平瓦、丸瓦がある。４８６は

石鉢、４８７はおはじき型の泥面子、４８８～４９０は金属製品

で、４８８が釘、４８９が鎹、４９０は煙管の雁首である。石組

４は４９１・４９２の２点を掲載した。４９１は流れ込みの須恵

器。４９２は平瓦である。石組５は護岸の初期段階と考え

られ、出土遺物は４９３～４９６の４点を掲載した。４９４・４９５

は瀬戸美濃の陶器で、４９４が１６～１７世紀の志野皿、４９５が

１７世紀前半の四耳壺と考えられる。４９３は素焼きの秉燭、

４９６は石鉢である。

他にＳＤ２０２の出土層不明遺物４６８～４７６の９点を掲載

した。４６８が土師器、４６９・４７０が肥前磁器碗、４７１が焼

台、４７２が泥面子、４７３が毛抜き、４７４～４７６が寛永通宝で

ある。４７６は鉄銭で損傷が激しく写真のみの掲載とした。

この他、遺構外出土の遺物として、５０２～５４３の４２点を

掲載した。５０２～５０４は須恵器の蓋と坏、５０５・５０６は土師

器の甕で８世紀前半のものと考えられる。５０７～５１１は磁

器碗で、５０７・５０８は肥前、５０９・５１０は瀬戸美濃産、５１１

は在地産である。５１３～５１６は磁器皿で、５１３・５１５・５１６

が肥前、５１７～５１９は瀬戸美濃産の型打皿、５１４は在地産

で４３８と同形である。５１２・５２０～５２６は陶器で、５１２は大

堀相馬産の碗、５２０は在地の卸皿、５２２は在地の秉燭、

５２１は醤油徳利で付近の商家越前屋の名入りである。５２３

は関西系、５２４は肥前系の擂鉢である。５２５・５２６は焼台、

５２７・５２８は瓦、５２９・５３０は瓦質土器で５２９が火鉢、５３０は

五徳か。５３１は円筒状で開口部を持つ石製品、５３２～５３４

は砥石、５３５は硯である。５３６～５４３は金属製品で、５３６～

５３８が釘、５３９が煙管の吸口、５４０が飾金具、５４１～５４３は

銭で５４１が文久通宝、５４２・５４３は寛永通宝と考えられ、

５４３は鉄銭である。
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Ⅳ 理化学的分析

山形城三の丸跡出土瓦および
須恵器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

Ａ は じ め に

今回の分析調査では、山形城三の丸跡の第４・６次調

査で出土した瓦および須恵器の胎土分析を行い、同時

に、山形盆地内に所在する平安時代の窯跡である小松原

窯跡および平野山古窯跡より出土した瓦と須恵器の胎土

分析も行うことにより、瓦および須恵器の産地について

検討を行う。また、山形県内各地の窯跡出土資料の当社

による分析例との比較も行い、その産地に関わる資料を

作成する。

Ｂ 試 料

試料は、いずれも奈良・平安時代のものとされている

瓦および須恵器片合計９点である。受領試料には、試料

番号１～９までが付されている。試料番号１～３は、山

形城三の丸跡第４・６次調査で出土した遺物であり、試

料番号１、２が平瓦、試料番号３は須恵器の蓋である。

試料番号４～６は、山形盆地南部の山形市松原に所在す

る小松原窯跡から出土した遺物であり、試料番号４、５

が平瓦、試料番号６は須恵器の甕である。試料番号７～

９は、山形盆地西部の寒河江市に所在する平野山古窯跡

群より出土した須恵器の甕である。各試料の試料番号、

出土遺跡名、種別・器種などを一覧にして表２に示す。

Ｃ 分 析 方 法

当社では、これまでにも山形盆地や庄内平野に分布す

る古代の遺跡から出土した須恵器の胎土分析を行ってい

る。高温焼成と胎土中の砂粒が少ないという須恵器の胎

土の特性により、分析手法は薄片作製観察と蛍光Ｘ線分

析を併用し、それらの結果を合わせて解析を行ってい

る。本報告においても、瓦試料も含めて同様の分析手法

を用いるが、山形城三の丸跡出土の須恵器試料、試料番

号３については、破片が少量であるため、蛍光Ｘ線分析

のみを行う。したがって、薄片作製観察に供する試料は

８点、蛍光Ｘ線分析は９点である。以下に各手法の処理

過程を述べる。

（１）薄片作製観察

薄片観察は、胎土中における砂粒の量はもちろんのこ

と、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微

化石の種類なども捉えることが可能であり、得られる情

報は多い。この情報をより客観的な方法で表現したもの

として、松田ほか（１９９９）の方法がある。これは、胎土

中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象と

し、各粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩石片

の種類構成を調べたものである。この方法では、胎土中

における砂の含量や粒径組成により、土器の製作技法の

違いを見出すことができるために、同一の地質分布範囲

内にある近接した遺跡間での土器製作事情の解析も可能

である。したがって、ここでは薄片観察法による胎土分

析を行う。以下に手順を述べる。

薄片は、試料の一部をダイヤモンドカッターで切断、

正確に０．０３㎜の厚さに研磨して作製した。観察は偏光顕

微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱

物片、岩石片および微化石の種類構成を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカルステージを用いて０．５㎜間

隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポイント

法により２００個あるいはプレパラート全面で行った。な

お、径０．５㎜以上の粗粒砂以上の粒子については、ポイ

ント数ではなく粒数を計数した。また、同時に孔隙と基

Ⅳ 理化学的分析

表２ 試料一覧

試料
番号 種別・器種 注記等 出土遺跡 時代

分析

薄片 蛍光Ｘ線

１ 平瓦 ＳＰ９０２３Ｆ２ 山形城三の丸跡 奈良・平安 ○ ○

２ 平瓦 ＳＫ９００７Ｆ２ 山形城三の丸跡 奈良・平安 ○ ○

３ 須恵器・蓋 ＳＰ１０５９Ｆ２ 山形城三の丸跡 奈良・平安 ○

４ 平瓦 ＳＱ２ＨＦ４ 小松原窯跡 奈良・平安 ○ ○

５ 平瓦 ＳＱ２Ｈ 小松原窯跡 奈良・平安 ○ ○

６ 須恵器・甕 Ｄ４３ 小松原窯跡 奈良・平安 ○ ○

７ 須恵器・甕 ＳＱ３３Ｙ 平野山古窯跡群 奈良・平安 ○ ○

８ 須恵器・甕 ＳＱ３３Ｙ炭下層 平野山古窯跡群 奈良・平安 ○ ○

９ 須恵器・甕 ＳＱ４⑥ 平野山古窯跡群 奈良・平安 ○ ○
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質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒度階

における鉱物・岩石別出現頻度の３次元棒グラフ、砂粒

の粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質の割合を示

す棒グラフを呈示する。

（２）蛍光Ｘ線分析

ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、Ｆｅ２Ｏ３、ＭｎＯ、ＭｇＯ、

ＣａＯ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｐ２Ｏ５の主要１０元素およびＲｂ、Ｓｒ、

Ｙ、Ｚｒ、Ｂａの微量５元素について蛍光Ｘ線分析法に

よって分析する。以下に各分析条件を記す。

ａ）装 置

理学電機工業社製ＲＩＸ１０００（ＦＰ法のグループ定量

プログラム）

ｂ）試料調製

試料を振動ミル（平工製作所製ＴＩ１００；１０ｍｌ容タ

ングステンカーバイト容器）で微粉砕し、１０５℃で４

時間乾燥する。この微粉砕試料についてガラスビート

を以下の条件で作成する。なお、胎土表面に塗彩また

は釉薬が確認される試料については、これらを除去

し、試料として供する。

溶融装置；自動剥離機構付理学電機工業社製高周波

ビートサンプラー（３４９１Ａ１）

溶剤および希釈率；融剤（ホウ酸リチウム）５．０００ｇ：

試料０．５００ｇ

剥離剤；ＬｉＩ（溶融中１回投入）

溶融温度；１２００℃ 約７分

ｃ）測定条件

Ｘ線管；Ｃｒ（５０Ｋｖ－５０ｍＡ）

スペクトル；全元素Ｋα

分光結晶；ＬｉＦ，ＰＥＴ，ＴＡＰ，Ｇｅ

検出器；Ｆ‐ＰＣ，ＳＣ

計数時間；ＰｅａＫ４０ｓｅｃ，Ｂａｃｋ２０ｓｅｃ

Ｄ 結 果

（１）薄片作製観察

結果を表４、第９・１０図に示す。砂粒の種類構成を見

ると、いずれの試料も石英の鉱物片を多く含み、少量の

斜長石の鉱物片を伴う組成を示す。石英と斜長石以外の

鉱物片および岩石片の種類構成も、８点の試料において

ほぼ同様であり、鉱物片では微量のカリ長石が含まれ、

岩石片では、頁岩、珪質頁岩および砂岩の堆積岩類と凝

灰岩および流紋岩・デイサイトの火砕岩・火山岩類が少

量または微量含まれ、さらには花崗岩類や変質岩、珪化

岩および火山ガラスも微量含まれている。また、試料に

よっては微化石である植物珪酸体も少量または微量認め

られた。各試料における各砂粒の量比は異なるが、８点

の中で分類できるほどの組成のまとまりは認められな

い。

なお瓦試料では、試料番号１と４に結核状に濃集する

酸化鉄の散在が認められた。また、試料番号２にはカリ

長石の溶融と斜長石表面におけるムライトの晶出が認め

られ、試料番号５においても斜長石表面におけるムライ

トの晶出と凝灰岩の溶融が認められた。須恵器試料で

は、試料番号６と７で斜長石のムライト化が著しく認め

られ、試料番号８では斜長石表面のムライト晶出が認め

られたが、試料番号９ではこれらの現象は認められな

かった。カリ長石の溶融は、焼成温度が１１５０℃以上で発

生し、ムライトの晶出は１２００℃前後、顕著なムライト化

は１２００℃～１２５０℃で生じる（五十嵐，２００７）ことから、

試料番号２と５の瓦の焼成温度は１２００℃前後であり、試

料番号１と４の瓦の焼成温度は、それよりも低いことが

推定される。また須恵器でも、試料番号６と７の焼成温

度が最も高く１２００℃～１２５０℃であり、試料番号８はそれ

よりやや低い１２００℃前後、試料番号９はさらに低い

１２００℃未満であることが推定される。なお試料番号９に

は、花崗岩に微文象状組織を示すものが認められ、珪化

岩は緑レン石やセリサイトなどを伴い、火山ガラスのほ

とんどは平板状のいわゆるバブル型を呈している。

胎土中の砂の粒径組成では、瓦試料４点に共通性は認

められず、モードとなる粒径は、試料番号１、２、４、

５で順に粗粒シルト、中粒砂、極細粒砂、中粒砂と極細

粒砂となっている。須恵器試料では、小松原窯跡出土の

試料番号６は中粒砂をモードとするが、平野山古窯跡群

出土の試料番号７、８は細粒砂をモードとし、試料番号

９は中粒砂をモードとしている。

砕屑物・基質・孔隙の割合では、瓦試料４点がいずれ

も砕屑物の量比７％前後を示し、須恵器試料のうち、試

料番号６～８の３点は約１２％、試料番号９は約１５％を示

す。

（２）蛍光Ｘ線分析

結果を表３に示す。ここでは試料間の組成を比較する

Ⅳ 理化学的分析
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方法として、以下に示す元素を選択し、それらの値を縦

軸・横軸とした散布図を作成した（第８図）。

ａ）化学組成中で最も主要な元素（ＳｉＯ２，Ａｌ２Ｏ３）

ｂ）粘土の母材を考える上で長石類（主にカリ長石、斜

長石）の種類構成は重要である。このことから、指標

として長石類の主要元素であるＣａＯ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ

の３者を選択し、長石全体におけるアルカリ長石およ

びカリ長石の割合を定性的に見る。実際には、長石類

全体におけるアルカリ長石の割合（Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）／

（ＣａＯ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）を横軸とし、アルカリ長石

におけるカリ長石の割合Ｋ２Ｏ／（Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）を縦

軸とする。

ｃ）輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要

な元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の主

要な元素のうち、ＴｉＯ２、Ｆｅ２Ｏ３、ＭｇＯを選択し、

Ｆｅ２Ｏ３を分母としたＴｉＯ２、ＭｇＯの割合を見る。

ｄ）各微量元素を選択する。組み合わせは、Ｒｂ‐Ｓｒと

Ｚｒ‐Ｂａとする。また、これらの散布図では、出土遺

跡さらに瓦と須恵器で、それぞれ異なる記号で示した。

作成した５つの散布図を概観すると、いずれの図にお

いても、瓦試料４点は互いに非常に近接した位置にプ

ロットされていることが確認できる。

須恵器試料では、ＳｉＯ２‐Ａｌ２Ｏ３、長石類主要、有色

鉱物主要元素の各散布図において、小松原窯跡出土の試

料番号６が、平野山古窯跡群出土試料の３点から離れた

位置にプロットされている。また、長石類主要元素と有

色鉱物主要元素の各散布図において、山形城三の丸跡出

土の試料番号３が、他の須恵器試料から離れた位置にあ

ることが指摘される。さらに詳細にみれば、平野山古窯

跡群出土試料３点の中でも、Ｒｂ‐Ｓｒ散布図以外の各散

布図において、試料番号７と８の近似性とこれら２点か

らやや離れた位置にある試料番号９という関係が看取さ

れる。

Ｅ 考 察

今回の分析試料のうち、試料番号４以降の６点は窯跡

出土試料であることから、胎土中の砂粒の鉱物・岩石組

成は、窯跡周辺の地質を反映していると考えてよい。大

沢ほか（１９８６）や日本の地質「東北地方」編集委員会

（１９８９）などを参照すれば、平野山古窯跡群も小松原窯

跡も山形盆地西縁を構成する山地を背後にしているがこ

の山地を構成する地質の主体は、草薙層や水沢層、本郷

層といったいずれも頁岩、珪質頁岩、凝灰岩を主要な構

成要素とする新第三紀中新世の堆積岩類である。

また、同時期の流紋岩・デイサイトからなる溶岩も分

布している。さらに、これら新第三紀の地質の背後には

白亜紀～古第三紀に貫入した花崗岩類の分布も記載され

ている。このような地質からなる山地の縁辺部に堆積し

た砕屑物は、上述した各地質に由来する岩石片が混在し

ていることが推定され、それは今回の窯跡試料に認めら

れた岩石組成とよく一致する。なお、同様の地質学的背

景は、米沢盆地から山形盆地、新庄盆地を経て庄内平野

に至る最上川沿いの地域に共通するものであるため、こ

の地域に分布する窯跡出土の須恵器の岩石組成は、今回

の小松原窯跡試料と平野山古窯跡群試料との間で認めら

れたような類似性を示すと考えられる。

したがって、現時点では、薄片観察のみによる窯跡の

判別は難しい。ただし、今後の分析例の蓄積によって

は、詳細なレベルでの違いを見出せる可能性はあると考

えられる。また山形城三の丸跡出土の瓦および須恵器に

ついても、薄片観察からは最上川流域の窯跡産であるこ

とはほぼ確実であると言えるが、その地域内での絞り込
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表３ 蛍光Ｘ線分析結果

試料
番号

主要元素 微量元素

ＳｉＯ２
（％）

ＴｉＯ２
（％）

Ａｌ２Ｏ３
（％）

Ｆｅ２Ｏ３
（％）

ＭｎＯ
（％）

ＭｇＯ
（％）

ＣａＯ
（％）

Ｎａ２Ｏ
（％）

Ｋ２Ｏ
（％）

Ｐ２Ｏ５
（％）

Ｉｇ.ｌｏｓｓ
（％）

合計
（％）

Ｒｂ
（ｐｐｍ）

Ｓｒ
（ｐｐｍ）

Ｙ
（ｐｐｍ）

Ｚｒ
（ｐｐｍ）

Ｂａ
（ｐｐｍ）

１ ６５．９８ １．１７ ２３．１７ ５．０４ ０．０２ ０．５５ ０．４１ ０．４７ １．０９ ０．１０ ２．００ １００．００ ７１ ５２ ２２ ２２２ ３０９

２ ６７．３７ １．２４ ２２．１３ ５．１８ ０．０２ ０．６０ ０．４２ ０．４９ １．１２ ０．０５ １．３８ １００．００ ６９ ５０ ２５ ２３８ ２９６

３ ６９．５８ ０．９８ １９．８０ ３．２７ ０．０３ ０．９８ ０．４３ ０．６５ ２．２４ ０．０３ ２．０１ １００．００ １０３ ６７ １８ １９５ ３６９

４ ６６．８３ １．２１ ２２．７３ ４．８８ ０．０１ ０．５４ ０．３９ ０．４１ １．１１ ０．０１ １．８８ １００．００ ６５ ５１ ２６ ２３２ ３１８

５ ６６．５４ １．２２ ２２．９７ ４．９１ ０．０１ ０．５２ ０．３８ ０．４９ ０．９８ ０．０１ １．９７ １００．００ ６２ ４７ ２０ ２３４ ３７３

６ ７２．５１ ０．８４ １６．９２ ４．６１ ０．０２ ０．４９ ０．５４ ０．４８ １．５４ ０．０３ ２．０２ １００．００ ８３ ５９ ２７ ２２１ ３７２

７ ６７．０４ ０．８６ ２１．１３ ５．８０ ０．０２ ０．９３ ０．４９ １．０２ ２．０４ ０．０４ ０．６３ １００．００ １１３ ７５ ２１ ２３７ ４２２

８ ６６．８１ ０．８５ ２１．３６ ５．９４ ０．０２ ０．９６ ０．４２ ０．９９ １．９１ ０．０３ ０．７１ １００．００ ９８ ６９ ２５ ２３１ ４０１

９ ６８．４９ ０．７７ １８．９５ ４．６４ ０．０２ ０．７６ ０．５４ １．０５ １．８５ ０．１９ ２．７４ １００．００ １１６ ８２ ２６ １７６ ４３６

１８



みはできない。

一方、蛍光Ｘ線分析による化学組成値からは、山形城

三の丸跡出土瓦と小松原窯跡出土瓦との間に非常に高い

近似性が認められた。

また、これまでに当社により分析事例が得られてい

る、山形盆地南部に位置するオサヤズ窯跡出土瓦の組成

と比べると、有意な差が認められる。薄片観察により、

鉱物・岩石組成の類似も確認され、さらに焼成温度の違

う瓦が混在することまで一致したことから、現状では山

形城三の丸跡出土瓦の産地が小松原窯跡である可能性は

高いと判断される。今後とも、古代瓦の産地の分析事例

を得ることができれば、上述した産地推定の確度をさら

に検証することが可能になると考えられる。

須恵器試料については、山形城三の丸跡出土の試料番

号３と各窯跡出土試料との間に、化学組成の近似性は認

められない。したがって、山形城三の丸跡出土須恵器の

産地は、小松原窯跡および平野山古窯跡群以外の窯跡で

ある可能性がある。

山形県内で確認された古代の須恵器窯跡出土試料の当

社による分析事例としては、庄内平野に位置する荒沢遺

跡、泉森南窯跡、山形盆地東部の天童市に位置する二子

沢古窯跡、小松原窯跡に近い山形盆地南縁の丘陵に位置

するオサヤズ、三本木の各窯跡、そして長井盆地に位置

する蛇崩窯跡と米沢盆地北部に位置する平野古窯跡の各

遺跡がある。現時点では、各窯跡試料ともに分析試料数

が少ないために、同一窯跡出土試料間の組成のばらつき

状況が明瞭でない部分もあるが、今回の試料番号３の組

成と近似する試料は認められない。やや近似する傾向が

認められるのは、長井盆地の蛇崩窯跡や米沢盆地の平野

古窯跡の一部試料である。もちろん、これだけでは試料

番号３の須恵器が長井盆地や米沢盆地からの搬入という

ことはできないが、今後はそのような可能性も含めて分

析事例の蓄積を行う必要があると考える。

第７図 胎土薄片

Ⅳ 理化学的分析
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Ⅳ 理化学的分析

表４ 薄片観察結果

第８図 胎土化学組成散布図
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１
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 ４ ２ ３ ２ １ １２
中粒砂 ７ １ １ ２ １ ２ １４
細粒砂 ５ ３ ２ ２ １２
極細粒砂 ８ １ ２ １ １ １ １４
粗粒シルト１８ ４ １ ４ ２７
中粒シルト１２ １ １ １４
基質 １１９１
孔隙 ２８

２
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １ １ １ ４
中粒砂 ８ ３ ２ ３ ２ １ １９
細粒砂 ８ １ ２ ２ ３ １ １７
極細粒砂 ８ １ ２ １ １ １ １４
粗粒シルト ７ ３ １ ２ １３
中粒シルト ８ １ ９
基質 ７９９
孔隙 ６

４
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 ５ ２ １ １ ９
中粒砂 ４ ２ ２ １ ３ １ １３
細粒砂 １７ ２ ３ １ ３ ２６
極細粒砂 ２３ １ ９ ２ ３ ３８
粗粒シルト１９ ２ ２ ８ ３１
中粒シルト ８ ２ １０
基質 １４１６
孔隙 ３０

５
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 ４ １ １ １ １ ８
中粒砂 ３ ２ ２ １ １ １ １０
細粒砂 ５ １ ６
極細粒砂 ５ ３ ２ １０
粗粒シルト ４ ４
中粒シルト １ １
基質 ５２７
孔隙 ７

６
砂

細礫 １ １
極粗粒砂 １ １ ３ １ ６
粗粒砂 ８ ３ ７ １ １ １ ２１
中粒砂 １６ ２ ６ ３ ２７
細粒砂 １７ ２ １ ３ ２３
極細粒砂 １４ １ １５
粗粒シルト１１ １１
中粒シルト ４ ４
基質 ７８６
孔隙 ２９

７
砂

細礫 ０
極粗粒砂 １ １
粗粒砂 ５ １ １ １ １ ９
中粒砂 ２０ ２ ２ ３ ２ ３ １ ３３
細粒砂 ３１ ７ ４ ２ １ ２ ４７
極細粒砂 ２３ ７ １ ８ ３ ４２
粗粒シルト１７ １ １８
中粒シルト ３ ３
基質 １１２２
孔隙 ２２

８
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ０
粗粒砂 １ １ １ １ ４
中粒砂 ２ ２ ２ １ １ １ １ １０
細粒砂 １７ ２１０ ４ ３ ３６
極細粒砂 １６ １ ５ ４ １ ２７
粗粒シルト１２ ２ １４
中粒シルト ５ ５
基質 ６９９
孔隙 ６

９
砂

細礫 ０
極粗粒砂 ３ １ ４
粗粒砂 ２０ ５ ８ １ ４ ５ ２ １ ３ ３ ５２
中粒砂 ２１ １１８１ １ ２ ３ ３ １ ３ １ ５ ６０
細粒砂 ８ １ ４ １ ２ １ ２ １９
極細粒砂 １２ ５ １ １８
粗粒シルト１２ ３ ２ １７
中粒シルト ７ ７
基質 ９６５
孔隙 １３

２０



第９図 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度（％）および砂の粒径組成

第１０図 砕屑物・基質・孔隙の割合
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Ⅴ 調査のまとめ

今回の発掘調査は、一般国道１１２号霞城改良事業に伴

う山形城三の丸跡の緊急発掘調査である。

発掘調査は道路拡幅部分の２，１７０㎡を対象として、平

成２０年度から平成２１年度までの２ヵ年で行った。調査の

成果は以下のとおりである。

主な検出遺構は、土坑、柱穴、溝跡、掘立柱建物跡、

竪穴住居跡などである。調査区に制限があることや、市

街地の調査ということで撹乱も随所に見られたが、大局

的に見ると各区により遺構の粗密が認められることや、

各区別における検出遺構の性格の違いを見ることができ

る。また、出土遺物の内容も、その区の役割を考える情

報を提供している。これらのことを総合して、三の丸に

おける当該地区の様子を考察してみる。

当該地区は遺構の時期や性格・役割により大きく三つ

に分けることができる。一つ目は奈良・平安時代にさか

のぼる古代の集落跡である。第４次調査で７棟、第６次

調査で１棟の計８棟の竪穴住居跡が検出された。残念な

がらどの住居跡も調査区外との際であったり、撹乱によ

り切られたりして全形を知ることは困難であるが、出土

遺物等からその様相の一端を知ることができる。ＳＴ

６００２の土師器の高坏脚部、ＳＴ６０１６の土師器の有段坏、

ＳＴ７００１の須恵器の横瓶、ＳＴ１１６の須恵器の高台坏は

７世紀末～９世紀前半の特徴を備え、奈良・平安時代に

造られたものと思われる。竪穴住居跡以外からの出土遺

物も８世紀前半が主であり、この地での古代の集落の存

在が考えられる。

二つ目は中世以降の掘立柱建物跡を主体とする建物の

検出である。建物を構成する柱穴が第４次調査の１区・

３区・４区で見つかった。特に３区と４区では、北西方

向に主軸を持つ建物跡が合わせて６棟見つかった。全体

の規模や形は不明であるが、わずかに位置を変えて繰り

返し建て替えを行っている。馬見ヶ崎川による水害や火

災などの被害により、このような遺構が残ったことが推

測される。

三つ目は近世の堀跡の検出である。ＳＤ２０２は、その

規模や検出位置から山形城三の丸堀跡と判断した。これ

まで江戸時代に作られた数種の山形城下絵図面により当

該地における三の丸堀跡の大体の位置を知ることはでき

たが、正確な位置関係を把握することはできなかった。

しかし今回の発掘調査で堀跡の存在とその規模を確認

し、城下絵図に描かれた堀と遺構としての堀跡の位置を

特定することができたことは大きな成果と言える。ま

た、調査を進める過程の中で、東側岸に護岸のための石

組（１～６）が確認された。

堀跡の土層断面から４回の底面の変遷が推定された。

新しい順に第１期（１～１８層）はシルト層で、初期の石

組５からは１７世紀前半の遺物が出土しており、１７世紀に

は護岸がなされ、崩落のたびに石組を補修していたと考

えられる。この時期の堀の深さは最大でも１．７ｍ程であ

る。第２期（１９～２５層）はその下に短期間に堆積したと

考えられる砂層である。２２層から１６世紀末頃の肥前陶器

が出土した。第３期（２６～３２層）は砂層の下の東岸の崩

落層である。遺物はほとんど出土しない。第４期（３３

層）は最下の泥層で初期の堀底の堆積層である。遺構の

様相から、堀は当初４ｍ近い深さを持っていたが、短期

間に砂で埋まり、その後元の深さに復旧することなく廃

絶となったことが推定される。堀跡からの出土遺物は、

第１期の層が中心で、１８世紀初頭から後半の陶磁器が多

く確認された。また、秉燭や碁石、泥面子などの生活用

品、子供の遊び道具が出土し、当時の生活の一端が窺わ

れる。

当該地区の調査で平安時代の瓦片が出土した。これま

で山形盆地において、生産地以外で古代瓦が出土するこ

とは稀であった。しかし今回理化学的分析の胎土分析に

より、山形城三の丸跡出土瓦と小松原窯跡出土瓦との間

に非常に高い近似性が認められた。小松原窯跡は山形市

の南西部の山形盆地の西縁に位置し、当該地区とは約３

㎞足らずの距離にある。小松原窯跡で生産された瓦が使

用されたことは容易に想像できる。小松原窯跡は年代測

定により９世紀前半という結果が出ており、当該の古代

集落跡の時期と合致する。当時の役所や寺院の建物の存

在や集落との関係等、今後さらに検討が必要と考える。

Ⅴ 調査のまとめ
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第１１図 第４次調査１区全体図・層序
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第１２図 第４次調査１区遺構（１）
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第１３図 第４次調査１区遺構（２）・出土遺物（１）
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第１４図 第４次調査１区出土遺物（２）
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第１５図 第４次調査２区全体図・層序・遺構
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第１６図 第４次調査３区全体図・層序・遺構（１）
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第１７図 第４次調査３区遺構（２）
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第１８図 第４次調査２・３区出土遺物
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第１９図 第４次調査４区全体図・層序
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第２０図 第４次調査４区遺構（１）
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第２１図 第４次調査４区遺構（２）
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第２２図 第４次調査４区遺構（３）
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第２３図 第４次調査４区出土遺物
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第２４図 第４次調査５区全体図・層序
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第２５図 第４次調査５区遺構・出土遺物

３８



第２６図 第４次調査６区全体図・層序
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第２７図 第４次調査６区遺構（１）
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第２８図 第４次調査６区遺構（２）
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第２９図 第４次調査６区遺構（３）・出土遺物（１）
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第３０図 第４次調査６区出土遺物（２）
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第３１図 第４次調査７区全体図・層序
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第３２図 第４次調査７区遺構（１）
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第３３図 第４次調査７区遺構（２）
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第３４図 第４次調査７区遺構（３）
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第３５図 第４次調査７区出土遺物（１）
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第３６図 第４次調査７区出土遺物（２）
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第３７図 第４次調査７区出土遺物（３）
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第３８図 第４次調査８区全体図・層序・遺構（１）
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第３９図 第４次調査８区遺構（２）
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第４０図 第４次調査８区出土遺物（１）
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第４１図 第４次調査８区出土遺物（２）
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第４２図 第４次調査９区全体図・層序・遺構（１）

５５



第４３図 第４次調査９区遺構（２）

５６



第４４図 第４次調査９区遺構（３）

５７



第４５図 第４次調査９区出土遺物（１）

５８



第４６図 第４次調査９区出土遺物（２）

５９



第４７図 第４次調査９区出土遺物（３）

６０



第５図 大グリッド設定図 第４図 山形城虎口および遺跡配置図

第３～６図 調査概要図他

第６図 調査区概要図

第３図 遺構配置図

Ⅱ 遺跡の概要

７



第４９図 第６次調査１区遺構（１）

６３



第５０図 第６次調査１区遺構（２）・出土遺物（１）

６４



第５１図 第６次調査１区出土遺物（２）

６５



第５２図 第６次調査１区出土遺物（３）

６６



第５３図 第６次調査１区出土遺物（４）

６７



第５４図 第６次調査２区全体図・層序・遺構（１）

６８



第５５図 第６次調査２区遺構（２）

６９



第５６図 第６次調査２区出土遺物（１）

７０



第５７図 第６次調査２区出土遺物（２）

７１



第５８図 第６次調査２区出土遺物（３）

７２



第５９図 第６次調査２区出土遺物（４）

７３



第６０図 第６次調査２区出土遺物（５）

７４



第６１図 第６次調査２区出土遺物（６）

７５



第６２図 第６次調査２区遺構外出土遺物（１）

７６



第６３図 第６次調査２区遺構外出土遺物（２）

７７



表５ 遺物観察表
番号 種別 器種 区 出土地点 胎土色調 釉色調（表面色調） 口径 底径 器高 器厚 備考
１ 須恵器 坏蓋 １区 ＳＰ１０５９Ｆ２ ５Ｙ５／１灰 １６５ ２２ ４７Ｃ末～８Ｃ初
２ 須恵器 高台坏 １区 ＳＤ１００４Ｆ１ ７．５Ｙ５／１灰 ８８ ６８Ｃ後～９Ｃ初
３ 須恵器 坏 １区 ＦＦ９０８０Ⅲ層 ５Ｙ５／１灰 ９２ ７８Ｃ後～９Ｃ初
４ 須恵器 甕 １区 東側 Ⅲ層 ７．５ＹＲ４／１褐灰 ３６８ ６ 波状文
５ 須恵器 甕 １区 ＳＤ１０２６Ｆ１ ７．５Ｙ５／１灰 １０ ８Ｃ後～９Ｃ初 波状文
６ 土師器 甕 １区 西側 Ⅲ層 ５ＹＲ５／６明赤褐 １００ ６ ８Ｃ前
７ 土師器 甕 １区 ＳＫ１０１０Ｆ３ ５ＹＲ６／６橙 ６０ ９ 木葉痕
８ 土師器 坏 １区 ＳＰ１０６１Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １４４ １００ ８ ３２８Ｃ前 関東系か
９ 青磁 碗 １区 ＳＫ１０１０Ｆ２ ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ６／３オリーブ黄 １７０ ５１３Ｃ 中国産 鎬蓮弁文
１０ 陶器 皿 １区 ＦＦ９７８０Ⅲ層 ５ＹＲ６／４にぶい橙 ５Ｙ８／１灰白 １２８ ４７．５ ２６ ５１６Ｃ末 肥前
１１ 磁器 蓋（段重） １区 ＦＦ９４８３Ⅰ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７８ ４１９Ｃ前 肥前
１２ 磁器 皿 １区 ＳＤ１０３８Ｆ１ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ８０ ５２ １７ ３．５ 中国産 青花 角皿
１３ 磁器 皿 １区 Ⅱ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８２ ３７ ２５ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
１４ 磁器 皿 １区 ＦＦ９４８３Ⅰ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（２．５ＧＹ８／１灰白） ８３ ３７ ２２ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
１５ 瓦 平瓦 １区 ＳＸ１０５５ ２．５Ｙ６／２灰黄 Ｎ６／０灰 ２０ 黒瓦
１６ 瓦 平瓦 １区 ＳＫ１０４０Ｆ１ ２．５Ｙ８／２灰白 Ｎ５／０灰 ２８０（幅） １７ 黒瓦
１７ 金属製品 釘 １区 ＳＫ１０１０Ｆ３ １０４（長） １４（幅） １５
１８ 金属製品 釘 １区 ＳＸ１０５５Ｆ３ ９６（長） １６（幅） ７
１９ 金属製品 銭 １区 粗掘 ２５（縦） ２５（横） １ 宣徳通宝
２０ 須恵器 甕 ２区 ＳＸ２０６９Ｆ１ ５Ｙ５／２灰オリーブ １１８Ｃ
２１ 土師器 坏 ２区 ＳＰ２０６１Ｆ１ ７．５ＹＲ６／６橙 ６８Ｃ前 内黒 有段
２２ 土師器 甕 ２区 Ⅳ層 ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ８０ ７ 木葉痕
２３ 陶器 皿 ２区 ＦＦ９８７８Ⅳ層 ２．５Ｙ５／１黄灰 ５Ｙ６／３オリーブ黄 １１４ ５．５１６Ｃ 瀬戸美濃 折縁
２４ 陶器 皿 ２区 ＳＸ２０５４Ｆ１ ２．５ＹＲ６／４にぶい橙 ２．５Ｙ６／１黄灰 １０８ ５０ ２８ ５１６Ｃ末 肥前
２５ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２４Ｆ２ ２．５ＹＲ７／２灰黄 ２．５ＹＲ３／２黒褐 ６ 中国産か 天目
２６ 磁器 碗 ２区 ＳＸ２０６９Ｆ１ Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １０８ ３８ ５８．５ ４ 在地
２７ 陶器 不明 ２区 ＳＰ２００３Ｆ１ １１
２８ 石製品 円盤状有孔石製品 ２区 Ⅳ層 １０
２９ 金属製品 煙管 ２区 Ⅳ層 ８４（長） １０（幅）
３０ 金属製品 釘 ２区 ＳＸ２０５４Ｆ１ ４６（長） １４（幅） ５
３１ 金属製品 銭 ２区 ＳＰ２０５３Ｆ１ ２４（縦） ２４（横） １ 熙寧元宝
３２ 金属製品 銭 ２区 ＳＸ２０５４Ｆ１ ２３（縦） ２３（横） １ 永楽通宝
３３ 須恵器 坏蓋 ３区 ＳＫ３０４９Ｆ３ ２．５Ｙ５／２明灰黄 ８
３４ 須恵器 甕 ３区 ＳＤ３０３５Ｆ１ ７．５Ｙ５／１灰 １１３５．３６と同一個体か
３５ 須恵器 甕 ３区 ＳＤ３０３５Ｆ２ ５Ｙ５／１灰 １０３４．３６と同一個体か
３６ 須恵器 甕 ３区 ＳＤ３０３５Ｆ１ Ｎ４／１灰 １０３４．３５と同一個体か
３７ 土師器 高台坏 ３区 ＳＫ３０４９Ｆ１ ５ＹＲ６／６橙 ６６ ６９Ｃ前期 内黒
３８ 土師器 坏 ３区 ＳＫ３０４９Ｆ２ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 １３２ ６８Ｃ前～中 内黒
３９ かわらけ 灯明皿 ３区 Ⅳ層 １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 １００ ５０ ３２ ６ 付着物
４０ かわらけ 灯明皿 ３区 ＳＫ３０５０Ｆ１ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 １００ ５ 付着物
４１ 陶器 皿 ３区 ＳＫ３０４６Ｆ２ １０ＹＲ７／１灰白 ２．５Ｙ６／２黄灰 １０１ ５１６Ｃ末～１７Ｃ 肥前
４２ 青磁 香炉 ３区 ＦＦ９７７４Ⅲ層 ２．５Ｙ７／１灰白 １０ＧＹ７／１明緑灰 ５１７Ｃ後～１８Ｃ前 肥前
４３ 金属製品 銭 ３区 ＳＤ３０３５Ｆ１ １４枚癒着 永楽通宝
４４ 須恵器 坏蓋 ４区 Ⅴ層 ２．５Ｙ６／１黄灰 ７８Ｃ中
４５ 須恵器 坏 ４区 ＳＰ４０３４Ｆ２ ５Ｙ５／１灰 ９０ ５８Ｃ中
４６ 須恵器 坏 ４区 ＳＫ４０４８Ｆ１ ２．５ＹＲ６／３にぶい黄 １００ ６８Ｃ中
４７ 須恵器 瓶 ４区 ＳＰ４００９Ｆ１ ２．５Ｙ５／１黄灰 ８０ ４
４８ 土師器 甕 ４区 Ⅴ層 １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 ７４ ７ 木葉痕
４９ 土師器 甕 ４区 ＳＰ４０１９ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ８８Ｃ前
５０ 瓷器系陶器 鉢 ４区 ＳＫ４０３９Ｆ３ ２．５Ｙ５／１黄灰 ３１０ １４．５
５１ 須恵器系陶器 擂鉢 ４区 ＳＫ４０３９Ｆ３ ５Ｙ５／１灰 １０６ １６１３～１４Ｃ
５２ 陶器 皿 ４区 ＳＫ４０５３Ｆ２ ５ＹＲ６／４にぶい橙 ２．５Ｙ８／２灰白 １２０ ５０ ３２ ５．５１７Ｃ初頭 肥前 漆付着
５３ 陶器 碗 ４区 ＳＰ４０４３Ｆ２ ２．５Ｙ５／１黄灰 ２．５Ｙ３／２黒褐 ５７ ５ １６Ｃ後 瀬戸美濃 天目
５４ 青磁 碗 ４区 ＳＤ４０５６Ｆ３ １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ５Ｙ６／３オリーブ黄 １０１３Ｃ 中国産
５５ 磁器 皿 ４区 ＳＤ４００５Ｆ２ １０Ｙ８／１灰白 透明釉（１０ＧＹ８／１明緑灰） １０９ ５５ ２５ ３１５～１６Ｃ 中国産 青花
５６ 磁器 蓋（段重） ４区 Ⅴ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ９８ ３０ ４．５ 肥前
５７ 陶器 鍋 ４区 ＸＯ ２．５ＹＲ５／３にぶい赤褐 １０Ｙ３／２オリーブ黒 ９２ ７ 在地
５８ 陶器 瓶 ４区 ＳＤ４０５６Ｆ１ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 ７．５ＹＲ２／２黒褐 ７０ ６ 肥前
５９ 瓦質土器 器台形土製品 ４区 Ⅴ層 １０ＹＲ５／１褐灰 ５Ｙ５／１灰 ２９２ １５８ ６２ １５
６０ 瓦 軒丸瓦 ４区 Ⅴ層 ２．５Ｙ６／２灰黄 ２．５Ｙ５／１黄灰 ３０「山」黒瓦
６１ 石製品 ４区 Ⅴ層 ８２（縦） ７７（横） ３６ 中央凹
６２ 石製品 ４区 ＳＫ４０２０Ｆ２ ６０（縦） ５５（横） ３４ 中央凹
６３ 石製品 円盤状有孔石製品 ４区 ＳＫ４０１２ ３０（縦） ３０（横） ８
６４ 紙 漆濾 ４区 ＳＤ４０５６Ｆ１ ６９（長） ５（幅）
６５ 金属製品 釘 ４区 Ⅴ層 ５０（長）４．５（幅）
６６ 金属製品 釘 ４区 ＳＫ４００２Ｆ１ ５１（長） ３（幅）
６７ 金属製品 釘 ４区 Ⅴ層 １１５（長） ３（幅）
６８ 金属製品 棒状鉄製品 ４区 ＳＫ４０５３Ｆ１ ９９（長）５．５（幅）
６９ 青磁 碗 ５区 ＳＤ５００５Ｆ４ ５Ｙ６／１灰 ７．５Ｙ６／２灰オリーブ １５１ ５１５～１６Ｃ 中国産
７０ 青磁 碗 ５区 Ⅱ層 ７．５Ｙ７／１灰白 ７．５ＧＹ６／１緑灰 ４１５～１６Ｃ 中国産
７１ 陶磁器 合子 ５区 Ⅱ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ５０ １０ ４ 肥前
７２ 石製品 砥石 ５区 ＳＫ５０２３Ｆ２ ２．５Ｙ７／３浅黄 ４０（幅） ３０ 中砥
７３ 金属製品 煙管 ５区 東壁Ⅱ層 ５０（長） １２（幅）
７４ 金属製品 釘 ５区 ＳＫ５０２４Ｆ１ ５９．５（長） ９（幅） ５
７５ 金属製品 釘 ５区 ＳＤ５００５Ｆ４ ８（幅） ８．５
７６ 金属製品 釘 ５区 ＳＤ５００５Ｆ３ ８（幅） ６
７７ 縄文土器 深鉢 ６区 ＳＫ６０１９Ｆ１ １０ＹＲ５／４にぶい黄褐 ２３４ ４ 縄文後期
７８ 縄文土器 深鉢 ６区 ＳＫ６０１０Ｆ３ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 ５ 縄文後期
７９ 縄文土器 深鉢 ６区 ＳＤ６０１４Ｆ１ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 ５ 縄文後期
８０ 須恵器 坏蓋 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ ２．５Ｙ７／２灰黄 ８８Ｃ前
８１ 須恵器 高台坏 ６区 ＳＫ６０１９Ｆ２ ２．５Ｙ６／１黄灰 ８８ ７８Ｃ前
８２ 土師器 高坏 ６区 ＳＴ６００２Ｆ１ ７．５ＹＲ７／６橙 ７ 内黒
８３ 土師器 鉢 ６区 ＳＫ６０１９Ｆ３ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 ７０ ４８ ３３ ４
８４ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ ７．５ＹＲ７／６橙 １５２ ８８Ｃ前 有段
８５ 土師器 坏 ６区 ＳＴ６０１６Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １３８ ４８Ｃ前 内黒 有段
８６ 土師器 坏 ６区 ＳＫ６０３４Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １４２ ４８Ｃ前 内黒 有段
８７ 土師器 坏 ６区 ＳＴ６０１６Ｆ１ ２．５Ｙ７／４浅黄 １４０ ４８Ｃ前 内黒 有段
８８ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６０４６Ｆ６ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 １４０ ５８Ｃ前 内黒 有段
８９ 土師器 坏 ６区 ＳＰ６００５Ｆ１ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 ５８Ｃ前 内黒 有段
９０ 土師器 坏 ６区 ＳＫ６００９Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ５８Ｃ前 内黒 有段
９１ 土師器 坏 ６区 ＧＦ０６５４Ⅰ層 １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 １８０ ５８Ｃ前
９２ 土師器 坏 ６区 ＧＦ０６５４Ⅲ層 １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ２０６ ６８Ｃ前 内黒

７８



番号 種別 器種 区 出土地点 胎土色調 釉色調（表面色調） 口径 底径 器高 器厚 備考
９３ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ ２．５Ｙ７／４浅黄 １７７ １００ ７６ ６８Ｃ前～中 内黒
９４ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 １７４ ９０ ４４ ５８Ｃ前
９５ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １５８ ５８Ｃ前
９６ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ ７．５ＹＲ６／６にぶい橙 ８８ ８８Ｃ前
９７ 土師器 坏 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １６２ ９０ ４０ ７８Ｃ前 木葉痕
９８ 土師器 長胴甕 ６区 ＳＰ６０３６Ｆ１ ５ＹＲ７／６橙 ３１４ ８８Ｃ前
９９ 土師器 長胴甕 ６区 Ⅲ層 ７．５ＹＲ７／６橙 ３０４ ７８Ｃ前
１００ 土師器 長胴甕 ６区 ＳＫ６０４３Ｆ１ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ２３０ ５．５８Ｃ前
１０１ 土師器 長胴甕 ６区 ＳＫ６０４３Ｆ１ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ２１０ １０８Ｃ前
１０２ 土師器 長胴甕 ６区 Ⅲ層 ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 １６０ ５８Ｃ前
１０３ 土師器 長胴甕 ６区 ＥＫ６０４８Ｆ２ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ２２６ ６８Ｃ前
１０４ 土師器 甕 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ ７．５ＹＲ７／３にぶい橙 １７０ ５８Ｃ前
１０５ 陶器 甕 ６区 ＳＤ６００１Ｆ１ ７．５ＹＲ７／６橙 ９８ ８
１０６ かわらけ 皿 ６区 ＳＫ６０２４Ｆ１ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 ９０ ３．５ 付着物
１０７ かわらけ 皿 ６区 ＳＫ６０１９Ｆ２ ５ＹＲ７／６橙 ６４ ３２ １６．５ ６
１０８ かわらけ 皿 ６区 ＳＫ６０１９Ｆ２ ５ＹＲ７／６橙 ６４ ３０ ２０．５ ６
１０９ 陶器 香炉か ６区 ＧＦ０６５４Ⅲ層 ７．５ＹＲ６／３にぶい褐 ７．５Ｙ４／３暗オリーブ ７６ ７
１１０ 陶器 土瓶 ６区 ＳＫ６０１９Ｆ１ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 １０ＹＲ５／４にぶい黄褐 ５６ ２ 在地
１１１ 青磁 仏花瓶 ６区 Ⅲ層 Ｎ８／０灰白 ５Ｇ７／１明緑灰 ６２ ４８１０８．５ ４１９Ｃ後
１１２ 陶器 焼台 ６区 ＳＫ６０１９ ６２ １１．５ ５
１１３ 陶器 焼台 ６区 Ⅲ層 ６０ １２ ４
１１４ 土製品 ミニチュア ６区 ＳＫ６０１９Ｆ３ ４０ ３０ ２９ ４．５ 七輪
１１５ 石製品 円盤状石製品 ６区 Ⅲ層 ３８（縦） ４５（横） ７
１１６ 金属製品 煙管 ６区 ＳＫ６０３１Ｆ１ ５２（長） １０（幅）
１１７ 金属製品 煙管 ６区 Ⅲ層 ８３（長） １０（幅） 木部残
１１８ 須恵器 坏蓋 ７区 ＳＰ７０６４Ｆ３ ２．５Ｙ５／２暗灰黄 １５８ ７８Ｃ前
１１９ 須恵器 坏蓋 ７区 ＳＤ７０２２Ｆ２ ２．５Ｙ５／１黄灰 １６３ ６９Ｃ前
１２０ 須恵器 坏蓋 ７区 ＳＰ７０６２Ｆ１ ５Ｙ５／１灰 ８９Ｃ前
１２１ 須恵器 坏蓋 ７区 ＳＰ７０４９Ｆ２ ５Ｙ５／１灰 ４
１２２ 須恵器 高台坏 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ５Ｙ６／２灰オリーブ ５８Ｃ前
１２３ 須恵器 坏 ７区 ＳＫ７０５７Ｆ３ ７．５Ｙ５／１灰 １５２ ４８Ｃ前
１２４ 須恵器 坏 ７区 ＳＫ７０５７Ｆ１ ５Ｙ５／１灰 １２８ ７５ ２６．５ ３．５９Ｃ前
１２５ 須恵器 甕 ７区 Ⅱ層 １０ＹＲ５／２灰黄褐 ３２６ １１
１２６ 須恵器 瓶 ７区 ＳＫ７０５４Ｆ１ ７．５Ｙ５／１灰 ４
１２７ 須恵器 甕 ７区 ＧＦ０６５４Ⅶ層 ５Ｙ４／１灰 ７８Ｃ前
１２８ 須恵器 横瓶 ７区 ＳＴ７００１Ｆ１ Ｎ４／１灰 １２９Ｃ末
１２９ 土師器 高坏 ７区 ＧＦ０７５４Ⅶ層 ２．５Ｙ７／４浅黄 ８
１３０ 土師器 坏 ７区 ＧＦ０７５４ＳＤ７０３２ＦⅢ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １３４ ４０ ７８Ｃ前 関東系か 漆付着
１３１ 土師器 坏 ７区 ＳＤ７０２２Ｆ２ ２．５Ｙ５／２暗灰黄 ４ 内黒 有段
１３２ 土師器 坏 ７区 ＧＦ０６５４Ⅶ層 １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 １４０ ６
１３３ 土師器 坏 ７区 ＳＤ７０２４Ｆ３ １０ＹＲ８／４浅黄橙 １７２ ６ 内黒
１３４ 土師器 長胴甕 ７区 ＧＦ０７５３Ⅶ層 ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 ８
１３５ 土師器 長胴甕 ７区 ＳＰ７０６１Ｆ１ ７．５ＹＲ６／６橙 ２１８ ７
１３６ 土師器 長胴甕 ７区 ＳＤ７０２２Ｆ２ ５ＹＲ６／６橙 １７６ ６
１３７ 土師器 甕 ７区 ＧＦ０６５３ＳＤ７０４２ＦⅡ ２．５Ｙ５／１黄灰 １４５ ９８Ｃ
１３８ 土師器 甕 ７区 ＧＦ０７５２Ⅶ層 １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ７０ ７ 木葉痕
１３９ かわらけ 灯明皿 ７区 ＧＦ０７５２Ⅶ層 ７．５ＹＲ７／６橙 １１９ ７７ ６ 付着物
１４０ 陶器 皿 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ２．５Ｙ７／１灰白 ７．５Ｙ４／３暗オリーブ ４８ ７１７Ｃ 瀬戸美濃 折縁
１４１ 陶器 皿 ７区 ＳＫ７０５３Ｆ３ ２．５Ｙ６／２灰黄 ５Ｙ６／４オリーブ黄 １０２ ４１６Ｃ後 瀬戸美濃
１４２ 陶器 皿 ７区 ＧＦ８７５０Ⅱ層 ５Ｙ５／１灰 ５Ｙ５／２灰オリーブ ３１７Ｃ～１８Ｃ初 肥前
１４３ 陶器 向付 ７区 ＧＦ０８５０Ⅱ層 ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 １０ＹＲ５／２灰黄褐 １４６ ５１７Ｃ～１８Ｃ初 肥前
１４４ 陶器 皿 ７区 ＳＫ７０４３Ｆ１ ２．５Ｙ７／２灰黄 ５Ｙ６／３オリーブ黄 １１０ ４８ ２８．５ ５１６Ｃ末 肥前
１４５ 磁器 碗 ７区 ＧＦ０６５１Ⅱ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ９２ ４０ ４７．５ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
１４６ 磁器 皿 ７区 Ⅲ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １３０ ７８ ３９ ６１８Ｃ後 肥前
１４７ 陶器 瓶 ７区 ＳＫ７０４８Ｆ２ ２．５Ｙ６／１黄灰 ５Ｙ６／３オリーブ黄 ４８ ６ 肥前
１４８ 陶器 香炉 ７区 ＧＦ０６５２Ⅱ層 ５Ｙ５／１灰 １０Ｙ７／１灰白 ６５ ３７．５ ３７ ４ 在地
１４９ 磁器 仏花瓶 ７区 Ⅱ層 ５Ｙ８／１灰白 ５Ｙ７／１灰白 ３１９Ｃ 肥前
１５０ 陶器 擂鉢 ７区 ＳＫ７０１６Ｆ１ ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 ５ＹＲ４／２灰褐 ２１４ ８５１０５．５ ７ 在地
１５１ 瓦質土器 火鉢 ７区 Ⅱ層 Ｎ３／０暗灰 １０１７Ｃ
１５２ 瓦質土器 火鉢 ７区 ＳＫ７０４１Ｆ３ Ｎ４／０灰 ２５６ ２１
１５３ 瓦質土器 七輪 ７区 ＧＦ０６５１Ⅱ層 Ｎ１．５／０黒 ２５４ ９
１５４ 瓦 軒平瓦 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ５Ｙ６／１灰 Ｎ５／０灰 黒瓦 唐草文
１５５ 瓦 軒平瓦 ７区 ＧＦ０８４９ ５Ｙ６／１灰 Ｎ４／０灰 黒瓦 唐草文
１５６ 瓦 軒平瓦 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ４／１灰 黒瓦 唐草文
１５７ 瓦 軒平瓦 ７区 ＳＫ７０４６Ｆ１ ２．５Ｙ６／１黄灰 Ｎ５／０灰 ２５ 黒瓦 唐草文
１５８ 瓦 平瓦 ７区 ＳＫ７０１７Ｆ２ ５Ｙ６／１灰 Ｎ５／０灰 ２０ 黒瓦
１５９ 瓦 平瓦 ７区 Ⅱ層 ２．５ＹＲ５／６明赤褐 ５ＹＲ４／１褐灰 １７ 赤瓦
１６０ 瓦 軒丸瓦 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ２．５Ｙ７／１灰白 Ｎ５／０灰 黒瓦 連珠三巴文
１６１ 瓦 丸瓦 ７区 ＸＯ ５Ｙ７／１灰白 Ｎ３／０暗灰 ２５ 黒瓦
１６２ 瓦 丸瓦 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ２．５Ｙ６／２灰黄 ７．５Ｙ５／１灰 ２５ 黒瓦
１６３ 土製品 取瓶 ７区 Ⅱ層 １３０ １５
１６４ 石製品 石鉢 ７区 ＳＫ７０１７Ｆ２ １６０ ２５
１６５ 石製品 砥石 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ １０Ｙ５／１灰 ４５（幅） １７ 中砥
１６６ 石製品 温石 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ７．５
１６７ 石製品 温石 ７区 ＳＸ７０４７Ｆ１ ７
１６８ 石製品 円盤状石製品 ７区 Ⅱ層 ５１（縦） ５１（横） １１１６Ｃ末～１７Ｃ前
１６９ 金属製品 刀剣 ７区 ＧＦ０７５４Ⅶ層 ２９５（長） ２５（幅） ４．５
１７０ 金属製品 不明 ７区 ＳＤ７０２４Ｆ２ ５４ ４
１７１ 金属製品 煙管 ７区 Ⅱ層 １１（幅）
１７２ 金属製品 釘 ７区 ＳＸ７００８Ｆ１ ４３（長） １７（幅）
１７３ 金属製品 釘 ７区 ＳＴ７００３Ｆ１（ＥＬ７０３２） ５０（長） ７（幅）
１７４ 金属製品 銭 ７区 ＳＫ７０５７Ｆ１ ２５（縦） ２５（横） １ 永楽通宝
１７５ 須恵器 高台坏 ８区 ＳＫ８００８ベルトＦ８ ５Ｙ５／１灰 ６８ ６９Ｃ前
１７６ 須恵器 坏 ８区 ＳＫ８００７Ｆ１ ５Ｙ５／１灰 ４８Ｃ後 有段
１７７ 土師器 坏 ８区 ＳＫ８０１１Ｆ１ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 １６４ ６８Ｃ前～中 内黒
１７８ 土師器 長胴甕 ８区 ＧＦ０９４６Ⅶ層 ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 ２３８ ５
１７９ 土師器 坏 ８区 Ⅲ層 ７．５ＹＲ７／６橙 ６０ ７．５９Ｃ中
１８０ かわらけ 皿 ８区 ＳＫ８００８Ｆ７ ７．５ＹＲ７／３にぶい橙 １２０ ６４ ３３．５ ７
１８１ 陶器 皿 ８区 ＳＤ８００６Ｆ２ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ５Ｙ６／１灰 １０６ ３６ ２８．５ ６１６Ｃ末 肥前
１８２ 陶器 皿 ８区 ＳＤ８０１２Ｆ１ ２．５Ｙ６／２灰黄 ７．５Ｙ７／１灰白 １０３ ５ １６Ｃ～１７Ｃ末 瀬戸美濃 志野
１８３ 陶器 皿 ８区 ＳＫ８００２Ｆ１ ２．５Ｙ６／２灰黄 ７．５Ｙ８／１灰白 ７０ ６ 瀬戸美濃 志野
１８４ 陶器 皿 ８区 ＳＫ８００１Ｆ１ １０ＹＲ５／１褐灰 ２．５Ｙ５／２暗灰黄 １０４ ４．５ 肥前

７９



番号 種別 器種 区 出土地点 胎土色調 釉色調（表面色調） 口径 底径 器高 器厚 備考
１８５ 陶器 皿 ８区 ＳＫ８００７Ｆ１ ２．５Ｙ７／１灰白 １０Ｙ７／１灰白 １３０ ４１７Ｃ前 肥前 溝縁
１８６ 陶器 碗 ８区 ＳＫ８００３Ｆ２ ２．５Ｙ７／２灰黄 ７．５Ｙ２／１黒 ８１７Ｃ前 瀬戸美濃 織部
１８７ 陶器 皿 ８区 ＳＫ８００４Ｆ２ ７．５Ｙ７／１灰白 １０Ｙ７／１灰白 １０６ ２０ ３９ ３ 在地
１８８ 陶器 皿 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ７／２灰白 １０８ ４１ ３１ ４ 会津本郷か
１８９ 陶器 皿 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ７／２灰白 １２４ ５１ ３３ ３ 会津本郷か
１９０ 陶器 碗 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ５Ｙ７／１灰白 ５ＧＹ８／１灰白 １３８ ５０ ７１ ４１９Ｃ 在地
１９１ 陶器 鉢 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ７／２灰白 １９４ ７５ ８５ ５１８Ｃ後
１９２ 磁器 蓋 ８区 ＳＫ８００４Ｆ２ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ９８ ５７ ２５ ４１８Ｃ中 肥前
１９３ 磁器 碗 ８区 Ⅱ層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９８ ４２ ５３ ３ 肥前 焼継
１９４ 磁器 碗 ８区 Ⅱ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） １０３ ３６ ５８．５ ３．５１９Ｃ中 瀬戸美濃
１９５ 磁器 碗 ８区 ＳＫ８００４Ｆ２ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １０８ ４５ ５５ ４．５ 在地
１９６ 磁器 碗 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ８２ ３３ ４０ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
１９７ 磁器 碗 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７３ ３２ ３６ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
１９８ 磁器 皿 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５Ｙ８／１灰白） ７８ ３４ ２３ ３．５ 在地 型打
１９９ 磁器 皿 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ Ｎ８／０灰白 １０ＧＹ８／１明緑灰 ８４ ４０ ２４ ５ 在地 型打
２００ 磁器 皿 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ７．５Ｙ８／１灰白 ５ＧＹ８／１灰白 １２４ ７４ ２９ ３１８Ｃ後 肥前
２０１ 陶器 仏飯器 ８区 ＳＫ８００４Ｆ２ ７．５Ｙ７／１灰白 ５ＧＹ８／１灰白 ６７ ４６ ５４．５ ５ 会津本郷か
２０２ 陶器 瓶 ８区 ＳＫ８００１（Ｆ） ５Ｙ６／１灰 ５Ｙ８／１灰白 ５１７Ｃ前 肥前
２０３ 陶器 油徳利 ８区 ＳＫ８００４Ｆ２ ２．５Ｙ６／２灰黄 ７．５ＹＲ４／３褐 ２７ ５４ １４７ ７ 在地
２０４ 陶器 焼台 ８区 撹乱 １２０（縦）１２０（横） ３０ １１
２０５ 瓦 平瓦 ８区 ＳＫ８００４Ｆ２ ２．５Ｙ４／１黄灰 １０Ｒ５／２灰赤 １９ 赤瓦
２０６ 瓦 軒丸瓦 ８区 撹乱 Ｎ７／０灰白 ７．５Ｙ４／１灰 黒瓦 連珠三巴文
２０７ 瓦 軒丸瓦 ８区 Ⅲ層 Ｎ５／０灰 ２．５ＹＲ３／３暗赤褐 １８ 黒瓦 連珠三巴文
２０８ 瓦 丸瓦 ８区 ＳＤ８００６Ｆ１ ７．５ＹＲ７／３にぶい橙 ２．５Ｙ５／１黄灰 ２５ 黒瓦
２０９ 石製品 砥石 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ７．５Ｙ７／２灰白 ６５（長） ２１（幅） ２４ 風間 中砥
２１０ 石製品 砥石 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ７．５Ｙ７／２灰白 ２６８（長） ５４（幅） ２７ 風間 中砥
２１１ 石製品 砥石 ８区 ＳＫ８００８Ｆ６ １０Ｙ８／１灰白 １２２（長） ５４（幅） ４３ 中砥
２１２ 石製品 円盤状石製品 ８区 ＳＫ８００３Ｆ２ ２０（縦） ２０（横） ７ 碁石か
２１３ 石製品 円盤状石製品 ８区 ＳＫ８０１０Ｆ２ ２０（縦） ２０（横） ５ 碁石か
２１４ 石製品 円盤状石製品 ８区 ＧＦ０９４６Ⅶ層 ２５（縦） ８ 碁石か
２１５ 石製品 硯 ８区 ＳＤ８００５Ｆ１ １２
２１６ 石製品 ８区 ＳＫ８００８Ｆ２ ９５（縦） ７８（横） ４２ 中央凹
２１７ 金属製品 煙管 ８区 ＳＫ８００８Ｆ６ ８４（長） １１（幅）
２１８ 金属製品 煙管 ８区 ＳＫ８００８Ｆ６ １１（幅）
２１９ 金属製品 釘 ８区 ＳＫ８００７Ｆ６ ５６（長） １７（幅） ４
２２０ 金属製品 釘 ８区 ＳＤ８００５Ｆ２ ９（幅） ９
２２１ 金属製品 釘 ８区 ＳＫ８００８Ｆ４ ９０（長） ５（幅） ５
２２２ 金属製品 簪 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ １３９（長） ７（幅） １．８
２２３ 金属製品 銭 ８区 ＳＤ８０１２Ｆ１ ２５（縦） ２５（横） ２ 写真のみ
２２４ 金属製品 銭 ８区 ＳＫ８００４Ｆ１ ２２（縦） ２２（横） １ 洪武通宝
２２５ 木製品 漆器碗 ８区 ＧＦ０７４７Ⅲ層 ５２ １０
２２６ 須恵器 壺 ９区 ＳＫ９０２２Ｆ１ ２．５Ｙ７／１灰白 １０８Ｃ
２２７ 須恵器 高台坏 ９区 ＳＰ９０２３Ｆ２ １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ６８Ｃ中～後
２２８ 須恵器 坏 ９区 ＳＤ９０４４Ｆ１ ５Ｙ６／１灰 ８４ ５８Ｃ中～後
２２９ 須恵器 坏 ９区 ＳＤ９０１７Ｆ２ ７．５ＹＲ５／１褐灰 １４２ ４９Ｃ中～後
２３０ 須恵器 坏 ９区 ＳＫ９０２２Ｆ１ ５Ｙ５／１灰 １２８ ５９Ｃ中～後
２３１ 土師器 高台坏 ９区 ＳＫ９０１２Ｆ１ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ９６ ９９Ｃ後 内黒
２３２ 土師器 高台坏 ９区 ＳＫ９０２２Ｆ１ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ７６ ６９Ｃ後 内黒
２３３ 土師器 長胴甕 ９区 Ⅰ層 １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ２２２ ６９Ｃ中～後
２３４ 土師器 長胴甕 ９区 ＳＫ９００２Ｆ２ ７．５ＹＲ６／６橙 ２１８ ６９Ｃ中～後
２３５ 土師器 長胴甕 ９区 ＳＫ９００５Ｆ３ １０ＹＲ５／２灰黄褐 ６２ ８９Ｃ後 網代痕
２３６ かわらけ 皿 ９区 ＳＫ９０３８Ｆ１ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ６９ ７
２３７ かわらけ 皿 ９区 ＳＤ９０３２Ｆ２ ７．５ＹＲ８／４浅黄橙 ７６ １４
２３８ 陶器 皿 ９区 ＳＸ９０３３Ｆ１ １０ＹＲ６／１褐灰 ５Ｙ６／３オリーブ黄 ５４ ５１６Ｃ後 瀬戸美濃 折縁
２３９ 陶器 皿 ９区 ＳＰ９０１０ ２．５Ｙ７／２灰黄 ５Ｙ７／３浅黄 １１０ ５０ ２２．５ ６１６Ｃ後 瀬戸美濃 折縁
２４０ 陶器 皿 ９区 撹乱 １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ５Ｙ８／１灰白 １１０ ３６ ３０ ５１６Ｃ末 肥前
２４１ 陶器 向付 ９区 ＳＰ９０１０Ｆ２ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ２．５Ｙ７／１灰白 １５６ ５１６Ｃ末～１７Ｃ 肥前
２４２ 陶器 皿 ９区 ＳＫ９０４５Ｆ１ ２．５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ６／２灰オリーブ ５１８Ｃ前 肥前
２４３ 陶器 皿 ９区 ＳＫ９０４５ ５Ｙ５／１灰 ５Ｙ５／２灰オリーブ １１０ ４５ ３０ ４１８Ｃ前 肥前
２４４ 陶器 皿 ９区 ＳＫ９０３８Ｆ１ ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 ７．５Ｙ６／２灰オリーブ ９２ ３３．５ ３５ ６１６Ｃ末 肥前
２４５ 磁器 碗 ９区 Ⅲ層 Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） １００ ４２ ４９ ５１９Ｃ 瀬戸美濃
２４６ 磁器 碗 ９区 ＳＫ９０８８Ｆ１ Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７１ ３２ ４６ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
２４７ 磁器 皿 ９区 ＳＫ９０３８Ｆ１ １０ＹＲ７／２にぶい黄橙 ５ＧＹ８／１灰白 １３１ ８５ ３６．５ ４ 在地
２４８ 磁器 皿 ９区 Ⅲ層 Ｎ８／０灰白 ５ＧＹ８／１灰白 ９１ ３７ ２２ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
２４９ 磁器 皿 ９区 Ⅵ層 Ｎ８／０灰白 ７．５Ｙ８／１灰白 ９８ ４２ ２６ ５１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
２５０ 磁器 徳利 ９区 ＳＫ９０３８Ｆ１ ７．５Ｙ８／１灰白 ５ＧＹ８／１灰白 ５７ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
２５１ 磁器 徳利か ９区 ＳＫ９０３８Ｆ１ Ｎ８／０灰白 ５ＧＹ８／１灰白 ２６ ４ 瀬戸美濃
２５２ 陶器 擂鉢 ９区 Ⅰ層 ５Ｙ５／１灰 ７．５ＹＲ４／２灰褐 ２６６ ７ 在地
２５３ 陶器 擂鉢 ９区 Ⅰ層 ５Ｙ４／１灰 ７．５ＹＲ５／２灰褐 ２３６ ８ 在地
２５４ 陶器 擂鉢 ９区 Ⅰ層 １０ＹＲ４／１褐灰 ７．５ＹＲ４／１褐灰 ２７０ １４．５１７Ｃ前 備前
２５５ 陶器 甕 ９区 ＳＫ９０３８Ｆ１ ７．５ＹＲ６／１褐灰 ５Ｙ４／４暗オリーブ １０６ ８ 在地か
２５６ 瓦質土器 鉢 ９区 ＳＸ９０３３Ｆ１ ７．５Ｙ５／１灰 １７２ １３
２５７ 瓦質土器 羽釜 ９区 南側看板 ５Ｙ４／１灰 ２３０ ９
２５８ 瓦 平瓦 ９区 ＳＫ９００７Ｆ２ ７．５Ｙ６／１灰 ２．５Ｙ５／１黄灰 １２ 古代 布目瓦
２５９ 瓦 平瓦 ９区 ＳＰ９０２３Ｆ２ ２．５Ｙ７／２灰黄 ２．５Ｙ７／２灰黄 ２０ 古代 布目瓦
２６０ 瓦 軒平瓦 ９区 Ⅲ層 ５Ｙ６／１灰 ５Ｙ６／１灰 黒瓦
２６１ 瓦 軒平瓦 ９区 Ⅲ層 ５ＹＲ６／６橙 ２．５ＹＲ４／２灰赤 １７ 赤瓦
２６２ 瓦 平瓦 ９区 Ⅲ層 ５Ｙ６／１灰 Ｎ５／０灰 ２３ 黒瓦
２６３ 瓦 丸瓦 ９区 Ⅲ層 Ｎ６／０灰 Ｎ４／０灰 １８ 黒瓦
２６４ 瓦 丸瓦 ９区 Ⅲ層 ５Ｙ６／１灰 Ｎ４／０灰 １９ 黒瓦
２６５ 瓦 丸瓦 ９区 Ⅲ層 Ｎ４／０灰 １０Ｒ２／２極暗赤褐 ２０ 赤瓦
２６６ 瓦 丸瓦 ９区 Ⅲ層 ２．５Ｙ４／１黄灰 １０Ｒ３／２暗赤褐 ２１ 赤瓦
２６７ 瓦 装飾瓦 ９区 Ⅲ層 ５Ｙ７／１灰白 Ｎ５／０灰 黒瓦
２６８ 石製品 石鉢 ９区 Ⅱ層 ３３５ ３４
２６９ 石製品 石鉢 ９区 ＳＫ９０４５Ｆ１ １４０ ３４
２７０ 石製品 石鉢 ９区 ＳＸ９０３３Ｆ３ ８２ ２４
２７１ 石製品 硯 ９区 Ⅲ層 １５３（長） ６２（幅） ２０
２７２ 金属製品 刀子 ９区 ＳＸ９００９Ｆ３ １４（幅） ３
２７３ 金属製品 釘 ９区 ＳＫ９０２０Ｆ１ ９７（長） ３（幅）
２７４ 金属製品 環状金属製品 ９区 ＳＸ９０３３Ｆ１ ９（長） １７（幅） ７
２７５ 金属製品 銭 ９区 ＧＦ０７４３Ⅲ層 ２３（縦） ２３（横） １ 寛永通宝か
２７６ 金属製品 不明 ９区 ＳＸ９００９ 写真のみ

８０



番号 種別 器種 区 出土地点 胎土色調 釉色調（表面色調） 口径 底径 器高 器厚 備考
２７７ 須恵器 蓋 １区 粗掘 Ｎ５／０灰 ８８Ｃ前
２７８ 須恵器 蓋 １区 粗掘 ５Ｙ６／１灰 ５８Ｃ前
２７９ 須恵器 蓋 １区 ＦＦ９１９３Ｇ Ｎ５／０灰 ５８Ｃ前
２８０ 須恵器 蓋 １区 ＦＦ８５９９トレンチ ７．５Ｙ５／１灰 １２８ ５８Ｃ前
２８１ 須恵器 高台坏 １区 ＳＴ１１６ Ｎ６／０灰 １３７ １００ ３９ ５８Ｃ前
２８２ 須恵器 坏 １区 ＦＦ８４０１トレンチ ２．５Ｙ７／２灰黄 ９２ ６．５８Ｃ前
２８３ 須恵器 坏 １区 ＳＴ１１６ ７．５Ｙ６／１灰 ９２ ５８Ｃ前
２８４ 土師器 甕 １区 粗掘 ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ９８ ８ 木葉痕
２８５ かわらけ 灯明皿 １区 ＦＦ９０９４ １０ＹＲ６／４にぶい黄橙 １１０ ５ 付着物
２８６ かわらけ 灯明皿 １区 粗掘 １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 １１３ ７４ ２３．５ ５ 付着物
２８７ 磁器 蓋（段重） １区 粗掘 １０Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ３１９Ｃ前 肥前
２８８ 磁器 蓋（段重） １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ７９ ２２ ３１９Ｃ前 肥前
２８９ 磁器 蓋 １区 ＦＦ８９９４Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） １０８ ３１９Ｃ前 肥前
２９０ 磁器 碗 １区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７０ ３０ ４５ ４．５１９Ｃ 瀬戸美濃
２９１ 磁器 碗 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７６ ３２ ４３ ５１９Ｃ前 肥前
２９２ 磁器 碗 １区 ＦＦ８８９３Ｇ ２．５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７０ ３６ ３５ ４．５ 在地
２９３ 磁器 碗 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８６ ８４ ４２．５ ３１８Ｃ前 肥前
２９４ 磁器 碗 １区 ＦＦ８８９４ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（１０Ｙ８／１灰白） １００ ３１８Ｃ後 肥前
２９５ 磁器 碗 １区 粗掘 ２．５Ｙ８／１灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ３０ ４１９Ｃ初 肥前
２９６ 磁器 碗 １区 ＦＦ８９９４Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７２ ３８ ４３ ５．５１９Ｃ 瀬戸美濃
２９７ 磁器 碗 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ９５ ３６ ５１．５ ３１８Ｃ後 肥前
２９８ 磁器 碗 １区 ＦＦ８８９４Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９６ ４１ ５３ ６１９Ｃ中 肥前
２９９ 磁器 碗 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ４０ ４．５１８Ｃ前 肥前
３００ 磁器 碗 １区 ＦＦ８７９５Ｇ ７．５Ｙ８／１灰白 透明釉（１０Ｙ８／１灰白） １５０ ３７ ４８ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
３０１ 磁器 碗 １区 ＦＦ８８９４Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９８ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
３０２ 磁器 碗 １区 ＦＦ８８９４Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ４０ ５１９Ｃ前 肥前
３０３ 磁器 碗 １区 ＦＦ８８９４Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １２７ ３１９Ｃ前 肥前
３０４ 磁器 碗 １区 ＦＦ９０９３ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ５２ ４１９Ｃ前 肥前
３０５ 磁器 碗 １区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） １０６ ３６ ６０ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
３０６ 磁器 碗 １区 ＦＦ９１９３Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ８６ ３９ ４２ ５１９Ｃ 瀬戸美濃
３０７ 磁器 碗 １区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １０８ ５１９Ｃ 瀬戸美濃
３０８ 磁器 碗 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８４ ３２ ５５ ５１８Ｃ末～１９Ｃ初 肥前
３０９ 磁器 猪口 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ６８ ５４ ５５ ４１９Ｃ前 肥前
３１０ 磁器 猪口 １区 ＦＦ９０９４ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ６２ ３０ ５８ ３１９Ｃ前 肥前
３１１ 磁器 猪口 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ５７ ５１８Ｃ後 肥前
３１２ 磁器 鉢 １区 ＦＦ８７９４Ｇ ７．５Ｙ８／１灰白 透明釉（１０ＧＹ８／１明緑灰） １２６ ８０ ５４．５ ７１８Ｃ後 肥前
３１３ 磁器 皿 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １３８ ８０ ４３ ６１８Ｃ後～１９Ｃ前 肥前
３１４ 磁器 皿 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（２．５ＧＹ８／１灰白） １３４ ７２ ４２ ６１８Ｃ後～１９Ｃ前 肥前
３１５ 磁器 鉢 １区 ＦＦ９０９３ Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ４ １９Ｃ前 肥前 焼付３１７と同一
３１６ 磁器 皿 １区 粗掘 Ｎ８／０灰白 ５Ｙ８／１灰白 ９２ ５１９Ｃ前 肥前
３１７ 磁器 鉢 １区 ＦＦ９０９３ Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １８４ ４ １９Ｃ前 肥前 焼付３１５と同一
３１８ 磁器 徳利 １区 ＦＦ８８９４Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ６２ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
３１９ 磁器 仏飯器 １区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ６０ ４０ ４７ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
３２０ 磁器 皿 １区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５Ｙ８／１灰白） １３ ３ 在地
３２１ 磁器 小坏 １区 ＦＦ８７９４Ｇ ７．５Ｙ８／１灰白 ５ＧＹ８／１灰白 ５３ ２５ １９ ５ 在地
３２２ 陶器 秉燭 １区 ＦＦ８８９３Ｇ ２．５Ｙ７／３浅黄 ７．５ＹＲ３／３暗褐色 ４５ ３
３２３ 陶器 秉燭 １区 ＦＦ８８９４Ｇ ２．５Ｙ７／２灰黄 ７．５ＹＲ４／３褐 ４４ ３２ ４０．５ ５
３２４ 陶器 秉燭 １区 ＦＦ８８９４ ２．５Ｙ７／２灰黄 ７．５ＹＲ３／４暗褐色 ６６ ４５ ５４．５ ５
３２５ 陶器 片口鉢 １区 粗掘 ２．５Ｙ６／１黄灰 １０Ｙ７／２灰白 ２０４ ８７１０２．５ ６ 在地
３２６ 瓦質土器 火鉢か １区 ＦＦ８８９４Ｇ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 １３
３２７ 瓦質土器 火鉢 １区 粗掘 １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 Ｎ３／０暗灰 １５６ １０
３２８ 瓦質土器 火鉢 １区 粗掘 １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ５Ｙ４／１灰 ８４ １９
３２９ 瓦質土器 香炉か １区 粗掘 １０ＹＲ５／３にぶい黄褐 ５Ｙ２／１黒 ２２０ １２
３３０ 瓦質土器 火鉢 １区 粗掘 ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ５Ｙ４／１灰 ３００ １２
３３１ 瓦質土器 火鉢 １区 粗掘 ２．５Ｙ５／２暗灰黄 ５Ｙ４／１灰 ３８４ １５
３３２ 瓦 平瓦 １区 ＦＦ８８９４ ５Ｙ７／１灰白 ７．５Ｙ５／１灰 １６ 黒瓦
３３３ 瓦 平瓦 １区 粗掘 ５ＹＲ５／６明赤褐 ２．５ＹＲ４／２灰赤 １９．５ 赤瓦
３３４ 瓦 軒丸瓦 １区 ＦＦ８９９４ ２．５Ｙ６／２灰黄 ５Ｙ２／１黒 黒瓦 連珠三巴文
３３５ 瓦 軒丸瓦 １区 粗掘 ２．５Ｙ６／１黄灰 Ｎ５／０灰 黒瓦 連珠三巴文
３３６ 瓦 丸瓦 １区 ＦＦ８８９４ ２．５Ｙ６／２灰黄 Ｎ５／０灰 ２３ 黒瓦
３３７ 瓦 丸瓦 １区 ＦＦ８８９３Ｇ ２．５Ｙ７／２灰黄 ２．５Ｙ６／１黄灰 ２７ 黒瓦
３３８ 瓦 丸瓦 １区 粗掘 Ｎ４／０灰 ５ＹＲ４／２灰褐 １５ 赤瓦
３３９ 陶器 不明 １区 ＦＦ９２８９ １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 １０７ ４８ １８．５ ９
３４０ 陶器 焼台 １区 粗掘 ５ＹＲ５／４にぶい赤褐 ８６ １５
３４１ 陶器 焼台 １区 ＦＦ９４８８ ７．５Ｙ５／３にぶい褐 ７１ ８
３４２ 土製品 賽子 １区 粗掘 １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ５ ５
３４３ 石製品 石鉢 １区 ＦＦ９０９４Ｇ ２６８ ３０
３４４ 石製品 石臼 １区 粗掘 ２７５ １１１
３４５ 石製品 砥石 １区 粗掘 ５Ｙ７／２灰白 ４０ 近代 風間 中砥
３４６ 石製品 砥石 １区 粗掘 ２．５ＧＹ５／１オリーブ灰 ６６（幅） １０ 風間 中砥
３４７ 石製品 砥石 １区 ＦＦ８８９５Ｇ ５Ｙ５／２灰オリーブ 風間 仕上げ砥
３４８ 金属製品 火箸 １区 粗掘 １９６（長） ５（幅）
３４９ 金属製品 鎹 １区 粗掘 ４（幅） ４
３５０ 金属製品 煙管 １区 粗掘 ３６（長） １１（幅）
３５１ 金属製品 銭 １区 ＸＯ ２５（縦） ２５（横） １ 寛永通宝
３５２ 金属製品 銭 １区 ＳＫ９８ ２５（縦） ２５（横） １ 写真のみ
３５３ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２２層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８０ ５１８Ｃ後 肥前
３５４ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２２層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ５１８Ｃ後 肥前
３５５ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８５９９ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） １０１ ４４ ４７ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
３５６ 磁器 小坏 ２区 ＳＤ２０２２層 Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ６８ ２３ ２４．５ ２．５１９Ｃ 瀬戸美濃
３５７ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １３２ ３ 肥前
３５８ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２２層 Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ９６ ６６ １８ ３１８Ｃ後 肥前
３５９ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２２層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ２４０ １４６ ３４．５ ５１８Ｃ後 肥前
３６０ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２２層 Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ８２ ３６ ２１ ３．５１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
３６１ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２２層 Ｎ８／０灰白 透明釉（１０ＧＹ８／１明緑灰） ８６ ４２ ２６ ５１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
３６２ 陶器 甕 ２区 ＳＤ２０２２層 ５Ｙ７／１灰白 ７．５ＹＲ３／３暗褐 ３００ ８ 在地
３６３ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ７／１灰白 １０ＹＲ３／４暗褐 ７２ ５ 在地
３６４ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８４９９Ｇ ４．５（幅）
３６５ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８４９９Ｇ ５．５（幅） ５
３６６ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８４９９Ｇ ２５（縦） ２５（横） 寛永通宝 鉄銭
３６７ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２２層 ＦＦ８５９９Ｇ ２４（縦） ２４（横） 鉄銭
３６８ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２２層 ２２（縦） ２２（横） １ 寛永通宝
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番号 種別 器種 区 出土地点 胎土色調 釉色調（表面色調） 口径 底径 器高 器厚 備考
３６９ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ ２．５Ｙ８／２灰白 １０ＹＲ８／２灰白 ８３ ３４ ６０ ３１８Ｃ前 大堀相馬
３７０ 陶器 香炉 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５Ｙ７／１灰白 ７．５ＧＹ８／１明緑灰 ６８ ３０ ３８ ３ 大堀相馬
３７１ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ ２．５Ｙ８／２灰白 ５Ｙ８／１灰白 ３５ ４ 在地
３７２ 陶器 小坏 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５Ｙ７／１灰白 透明釉（２．５ＧＹ８／１灰白） ５０ ２７ ２７ ３１８Ｃ後 大堀相馬
３７３ 陶器 皿 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８Ｇ ５Ｙ８／１灰白 ７．５Ｙ８／１灰白 ９４ ３６ ２９．５ ４ 在地
３７４ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９９Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ７３ ２６ ３５ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
３７５ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ３６ ３１９Ｃ前 肥前
３７６ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ８６ ４２ ４６ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
３７７ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） １０５ ５ 肥前「一卜」
３７８ 磁器 鉢 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） １３２ ３．５ 肥前
３７９ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ２６ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
３８０ 陶器 擂鉢 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 ５ＹＲ５／２灰褐 ２１４ ７０ ９９ ７ 在地
３８１ 陶器 甕 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５ＹＲ６／４にぶい橙 ２．５Ｙ８／２灰白 ３１０ ７１７～１８Ｃ 肥前 二彩唐津
３８２ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２３層 ２．５Ｙ６／１黄灰 １０ＹＲ３／３暗褐 ４６ ３０ ２７．５ ４．５ 在地
３８３ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ １０ＹＲ８／３浅黄橙 ５ＹＲ４／２灰褐 ４６ ３０ ２７ ３ 在地
３８４ 陶器 植木鉢 ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ ２．５Ｙ６／１黄灰 ５ＹＲ３／２暗赤褐 １０４ ７０ ６２ ５ 在地
３８５ 瓦質土器 火鉢か ２区 ＳＤ２０２３層 ＦＦ８５９８ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ５Ｙ４／１灰 ３１８ １０
３８６ 須恵器 蓋 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ ２．５Ｙ６／１黄灰 １５０ ３
３８７ 陶器 小坏 ２区 ＳＤ２０２７層 ５Ｙ８／１灰白 １０Ｙ８／１灰白 ５６ ２４ ３２．５ ３ 大堀相馬
３８８ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９８ ２．５Ｙ８／２灰白 ２．５Ｙ８／３淡黄 １１２ ５１８Ｃ 肥前
３８９ 陶器 鉢 ２区 ＳＤ２０２７層 ５Ｙ８／１灰白 １０Ｙ８／１灰白 １７３ ７４ ８５．５ ４．５ 在地
３９０ 磁器 蓋 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ３１８Ｃ中 肥前
３９１ 磁器 蓋 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８６９８ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ９８ ２４．５ ３１８Ｃ中 肥前
３９２ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ３１ ９１９Ｃ前 肥前
３９３ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８６９８ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（１０Ｙ８／１灰白） ７９ ３１８Ｃ前 肥前
３９４ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９４ ３８ ４６ ３．５１９Ｃ 瀬戸美濃
３９５ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９８ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ９２ ４０ ５０ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
３９６ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９８ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（２．５ＧＹ８／１灰白） １００ ４２ ５１．５ ３．５ 在地
３９７ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９８ ７．５Ｙ８／１灰白 Ｎ８／０灰白 １１４ ４４ ５２ ３．５ 在地
３９８ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 ５ＧＹ８／１灰白 ５８ ３１８Ｃ後 肥前 広東碗
３９９ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８６９８ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ８５ ５０ ２１．５ ２１９Ｃ前 肥前
４００ 磁器 徳利 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５Ｙ８／１灰白） ３３ ３．５ 在地
４０１ 陶器 徳利 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９８ ２．５Ｙ７／１灰白 ２．５Ｙ８／１灰白 ３ 大堀相馬
４０２ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ７．５ＹＲ３／３暗褐 ４５ ４１ ４４ ５ 在地
４０３ 陶器 擂鉢 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ ２．５Ｙ６／１黄灰 ７．５ＹＲ３／３暗褐 ３１８ １４．５ １３．７ １１ 在地
４０４ 陶器 擂鉢 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ７／１灰白 ７．５ＹＲ３／３暗褐 ３００ １３０ １６０ １１ 在地
４０５ 土師質土器 火鉢か ２区 ＳＤ２０２７層 ７．５ＹＲ７／６橙 ２２８ １２．５
４０６ 陶器 焼台 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９Ｇ ７．５Ｙ６／１灰 ８０ ２２
４０７ 陶器 焼台 ２区 ＳＤ２０２７層 ５ＹＲ５／４にぶい赤褐 ８５ ２０
４０８ 石製品 砥石 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５Ｙ７／３浅黄 仕上げ砥
４０９ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８４９９Ｇ ３（幅） ３
４１０ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９Ｇ ３（幅） ３
４１１ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９Ｇ ３（幅） ３
４１２ 金属製品 箆状金属製品 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９９Ｇ ８（幅） ３
４１３ 金属製品 煙管 ２区 ＳＤ２０２７層 ＦＦ８５９８Ｇ ８（幅）
４１４ 土師器 高坏 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ７．５ＹＲ８／４浅黄橙 ６
４１５ かわらけ 皿 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５Ｙ６／２灰黄 ５６ ４
４１６ 磁器 小坏 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ５８ ２５ ２９ １１９Ｃ 瀬戸美濃
４１７ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２８層 ７．５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ７／１暗オリーブ灰） １００ ４ 肥前
４１８ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２８層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９８ ２５ ２５ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
４１９ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２８層 Ｎ７／０灰白 透明釉（１０Ｙ７／１灰白） ９７ ５４ １８ ３．５ 在地
４２０ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２８層 ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ７／２灰白 ６２ ６ 在地
４２１ 磁器 鉢 ２区 ＳＤ２０２８層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ２３８ １３０ ４７ ５．５ 肥前
４２２ 陶器 擂鉢 ２区 ＳＤ２０２８層 ２．５Ｙ７／２灰黄 ７．５ＹＲ３／３暗褐 ３１０ １０ 在地
４２３ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２８層 ５Ｙ６／１灰 ７．５ＹＲ３／４暗褐 ４４ ２８ ２８ ５ 在地
４２４ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２８層 ５Ｙ６／１灰 １０ＹＲ３／４暗褐 ３５ ４ 在地
４２５ 土製品 泥面子 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ２０（縦） １９（横） ５ 大黒天
４２６ 陶器 焼台 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５Ｙ７／２灰黄 ８０
４２７ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ３９（長）２．８（幅） ２．５
４２８ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ７０（長） ３（幅） ３
４２９ 金属製品 不明 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ２．５（幅） ２．５
４３０ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２８層 ＦＦ８５９９Ｇ ２３（縦） ２３（横） 鉄銭
４３１ かわらけ 皿 ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９ ５ＹＲ６／６橙 ６０ ４０ １７ ２．５
４３２ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２９層 ２．５Ｙ８／３浅黄 ７．５ＹＲ２／１黒 ９２ ４０ ６１ ３．５ 瀬戸美濃
４３３ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２９層 ２．５Ｙ７／１灰白 ７．５Ｙ８／２灰白 ６２ ３１ ５２．５ ４ 大堀相馬
４３４ 陶器 蓋物 ２区 ＳＤ２０２９層 １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 ２．５Ｙ７／２灰黄 ５７ ４３ ６２ ２ 大堀相馬
４３５ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２９層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９４ ４０ ５０ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 焼継
４３６ 磁器 蓋（段重） ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） １１６ ４．５１９前 肥前
４３７ 磁器 猪口 ２区 ＳＤ２０２９層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（１０Ｙ８／１灰白） ４８ ３２ ３４ ３ 肥前
４３８ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２９層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １００ ５４ ２１ ５１９Ｃ 瀬戸美濃
４３９ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２９層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９８ ４８ ２４ ３ 在地
４４０ 磁器 仏飯器 ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（７．５ＧＹ８／１明緑灰） ７４ ５ 肥前
４４１ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２９層 トレンチ ２．５Ｙ７／２灰黄 ２．５Ｙ２／１黒 ６７ ４６ １９ ４．５ 在地
４４２ 陶器 秉燭 ２区 ＳＤ２０２９層 ５Ｙ７／１灰白 １０ＹＲ３／３暗褐 ４１ ２６ ２４ ３ 在地
４４３ 陶器 土瓶 ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ８／２灰白 ８８ ８７ １２０ ３ 益子
４４４ 陶器 焼台 ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ９８ １５
４４５ 土製品 ミニチュア ２区 ＳＤ２０２９層 １０ＹＲ８／２灰白 ３６ ２６ １４ ２
４４６ 石製品 砥石 ２区 ＳＤ２０２９層 １０Ｙ５／１灰 風間 仕上げ砥
４４７ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９Ｇ ３（幅） ３
４４８ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２９層 ＦＦ８５９９Ｇ ４（幅） ４
４４９ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２１０層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １１２ ３１８Ｃ前 肥前
４５０ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２１０層 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １６０ ４０ ５４．５ ２．５１８Ｃ前 肥前
４５１ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２１１層ＦＦ８５９９Ｇ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ４１ ７１８Ｃ前 肥前
４５２ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２１１層 ５Ｙ７／１灰白 透明釉（５ＧＹ７／１暗オリーブ灰） １０４ ５１７Ｃ後 肥前
４５３ 磁器 皿 ２区 ＳＤ２０２１１層 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ７／１暗オリーブ灰） ９８ ７０ ２１ ４１８Ｃ後 肥前
４５４ 金属製品 火箸 ２区 ＳＤ２０２１１層 ＦＦ８５９９Ｇ ５
４５５ かわらけ 皿 ２区 ＳＤ２０２１３層 ＦＦ８５９９ ５ＹＲ６／６橙 ９０ ４８ ２９ ４
４５６ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２１３層 ＦＦ８５９９ ７．５Ｙ８／１灰白 透明釉（１０Ｙ８／１灰白） １０４ ４ 肥前
４５７ 陶器 皿 ２区 ＳＤ２０２１３層 ＦＦ８５９９ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ７．５ＹＲ６／２灰褐 １２０ ４８ ３１ ３．５ 在地
４５８ 磁器 徳利 ２区 ＳＤ２０２１３層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ４１９Ｃ 肥前
４５９ 陶器 鉢 ２区 ＳＤ２０２１３層 ＦＦ８５９９ ７．５ＹＲ５／３にぶい褐 １０ＹＲ２／２黒褐 ２０６ ５ 在地
４６０ 土師器 甕 ２区 ＳＤ２０２１５層 ＦＦ８５００ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ８６ ７．５
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番号 種別 器種 区 出土地点 胎土色調 釉色調（表面色調） 口径 底径 器高 器厚 備考
４６１ 陶器 擂鉢 ２区 ＳＤ２０２１５層 ＦＦ８５９９ ５Ｙ６／１灰 １０ＹＲ３／４暗褐 １１４ １５ 在地
４６２ 土師器 坏 ２区 ＳＤ２０２１７層 ＦＦ８５００ １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 １４０ ５８Ｃ前 内黒 有段
４６３ 陶器 瓶 ２区 ＳＤ２０２１９層 ＦＦ８５９９ ２．５Ｙ７／２灰黄 ２．５Ｙ２／１黒 ４８ ４ 在地
４６４ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２１９層 ＦＦ８６９８ ２．５Ｙ７／１灰白 ７．５Ｙ２／１黒 ３７ ３．５ 在地
４６５ 陶器 瓶 ２区 ＳＤ２０２１９層 ＦＦ８５９９ ２．５Ｙ８／２灰白 １０ＹＲ３／４暗褐 ８５ ５１９Ｃ 瀬戸美濃
４６６ かわらけ 皿 ２区 ＳＤ２０２２０層 ＦＦ８５９９ １０ＹＲ７／３にぶい黄橙 ５０ ５
４６７ 陶器 皿 ２区 ＳＤ２０２２２層 ＦＦ８５９９ １０ＹＲ６／３にぶい黄橙 ２．５Ｙ６／３にぶい黄 １１８ ４２ ４１６Ｃ末～１７Ｃ初 肥前
４６８ 土師器 甕 ２区 ＳＤ２０２トレンチ ７．５ＹＲ７／４にぶい橙 ８０ ９
４６９ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２トレンチ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９０ ４０ ５１．５ ２．５１９Ｃ前 肥前
４７０ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２トレンチ １０Ｙ７／１灰白 透明釉（１０Ｙ７／１灰白） ８６ ５１９Ｃ前 肥前
４７１ 陶器 焼台 ２区 ＳＤ２０２ ５Ｙ６／１灰 １１７ ３６
４７２ 土製品 泥面子 ２区 ＳＤ２０２ＦＦ８５９９ ７．５ＹＲ８／３浅黄橙 ２６（縦） １９（横） ２ 狐
４７３ 金属製品 毛抜き ２区 ＳＤ２０２トレンチ ６４（長） ６（幅） １
４７４ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２ ２３（縦） ２３（横） １ 寛永通宝
４７５ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２ ２３（縦） ２３（横） １ 寛永通宝
４７６ 金属製品 銭 ２区 ＳＤ２０２ ２３（縦） ２３（横） １ 寛永通宝 鉄銭 写真のみ
４７７ 陶器 向付 ２区 ＳＤ２０２石組１ ２．５Ｙ７／１灰白 ７．５Ｙ７／１灰白 １１７ ４ 肥前
４７８ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２石組１ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 ２．５Ｙ３／３暗オリーブ褐 ４２ ８１７Ｃ 肥前
４７９ 陶器 碗 ２区 ＳＤ２０２石組１ ２．５Ｙ６／１黄灰 ２．５ＧＹ８／１灰白 ３３ ５．５１８Ｃ 大堀相馬
４８０ 陶器 小坏 ２区 ＳＤ２０２石組１ ２．５Ｙ６／１黄灰 １０Ｙ７／１灰白 ５２ ２０ ２５．５ ３１８Ｃ 大堀相馬
４８１ 磁器 碗 ２区 ＳＤ２０２石組１ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（Ｎ８／０灰白） ９４ ３１８Ｃ後 肥前
４８２ 瓦 平瓦 ２区 ＳＤ２０２石組１ ５Ｙ５／１灰 Ｎ５／０灰 ２１ 黒瓦
４８３ 瓦 丸瓦 ２区 ＳＤ２０２石組１ ５Ｙ６／１灰 Ｎ４／０灰 ２４ 黒瓦
４８４ 瓦 丸瓦 ２区 ＳＤ２０２石組１ ７．５Ｙ６／１灰 Ｎ５／０灰 ２８ 黒瓦
４８５ 瓦 丸瓦 ２区 ＳＤ２０２石組１ ５Ｙ５／１灰 ７．５Ｙ５／１灰 ２１．５ 黒瓦
４８６ 石製品 石鉢 ２区 ＳＤ２０２石組１ ２７３ １７０１１９．５ ３０
４８７ 土製品 泥面子 ２区 ＳＤ２０２石組１ ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 １９．５（縦） ２１（横） ７ おはじき
４８８ 金属製品 釘 ２区 ＳＤ２０２石組１ ４（幅） ５
４８９ 金属製品 鎹 ２区 ＳＤ２０２石組１ ７（幅） ６
４９０ 金属製品 煙管 ２区 ＳＤ２０２石組１ １０（幅）
４９１ 須恵器 高台坏 ２区 ＳＤ２０２石組４ ５Ｙ５／１灰 ８３ ５８Ｃ前
４９２ 瓦 平瓦 ２区 ＳＤ２０２石組４ ２．５Ｙ７／１灰白 ５Ｙ４／１灰 ２６ 黒瓦
４９３ かわらけ 秉燭 ２区 ＳＤ２０２石組５ＦＦ８５９９１０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ６８ ３４ ２０ ４
４９４ 陶器 皿 ２区 ＳＤ２０２石組５ＦＦ８５９９５Ｙ７／１灰白 ７．５Ｙ７／１灰白 １４０ ６２ ４４ ７１６～１７Ｃ 瀬戸美濃 志野
４９５ 陶器 甕 ２区 ＳＤ２０２石組５ ２．５Ｙ８／２灰白 １０ＹＲ３／３暗褐 １００ ７１７Ｃ前 瀬戸美濃 四耳壺
４９６ 石製品 石鉢 ２区 ＳＤ２０２石組５ ２６０ １７５１２１．５ ３４
４９７ 磁器 碗 ２区 ＳＫ２０４ＦＦ８５００ ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８８ ３６ ４３．５ ３１９Ｃ初 肥前
４９８ 土製品 ミニチュア ２区 ＳＫ２０４ １０ＹＲ８／４浅黄橙 ３５ ２４ １５．５ ６
４９９ 瓦 丸瓦 ２区 ＳＫ２０４ Ｎ６／０灰 Ｎ５／０灰 ２０ 黒瓦
５００ 石製品 ２区 ＳＫ２０４ １１６．５（縦）１２２（横） ５９ 中央凹
５０１ 石製品 ２区 ＳＫ２０４ １９０（縦）２１０（横） １１９ 中央凹
５０２ 須恵器 蓋 ２区 ＦＦ８５９８ ５Ｙ５／１灰 ８８Ｃ前
５０３ 須恵器 蓋 ２区 ＦＦ８５００トレンチ ２．５Ｙ６／１黄灰 ４８Ｃ前
５０４ 須恵器 坏 ２区 粗掘 Ｎ６／０灰 ９０ ８８Ｃ
５０５ 土師器 長胴甕 ２区 粗掘 ７．５ＹＲ６／６橙 ２２４ ６．５
５０６ 土師器 甕 ２区 ＦＦ８６９８トレンチ １０ＹＲ７／４にぶい黄橙 ７０ ８ 木葉痕
５０７ 磁器 碗 ２区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９０ ３４ ５２．５ ４１８Ｃ後 肥前
５０８ 磁器 碗 ２区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（１０ＧＹ８／１明緑灰） ８６ ３２ ５２．５ ３１８Ｃ後 肥前
５０９ 磁器 碗 ２区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８５ ３８ ５０ ３１９Ｃ 瀬戸美濃
５１０ 磁器 碗 ２区 ＦＦ８８９４Ｇ Ｎ８／０灰白 Ｎ８／０灰白 １１４ ５８ ６３ ４１９Ｃ 瀬戸美濃
５１１ 磁器 碗 ２区 ＦＦ８７９４Ｇ Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １１０ ４３ ５２．５ ３．５ 在地
５１２ 陶器 碗 ２区 粗掘 ２．５Ｙ７／２灰黄 ５Ｙ７／２灰白 ８４ ３２ ４５ ４１９Ｃ前 大堀相馬
５１３ 磁器 皿 ２区 ＦＦ８５００トレンチ Ｎ８／０灰白 透明釉（１０Ｙ８／１灰白） ５６ ４ 肥前
５１４ 磁器 皿 ２区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ９６ ４６ ２５ ５ 在地
５１５ 磁器 皿 ２区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） １３４ ７０ ２９．５ ５１８Ｃ後 肥前
５１６ 磁器 皿 ２区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ３０．５ ４ 肥前 角皿
５１７ 磁器 皿 ２区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ８４ ３８ ２３．５ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
５１８ 磁器 皿 ２区 粗掘 Ｎ８／０灰白 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ７９ ３４ ２３ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
５１９ 磁器 皿 ２区 粗掘 ５Ｙ８／１灰白 １０Ｙ８／１灰白 ９５ ５２ ２４．５ ４１９Ｃ 瀬戸美濃 型打
５２０ 陶器 卸皿 ２区 粗掘 ５ＹＲ６／６橙 ７．５ＹＲ３／３暗褐 ８４ ４７ ２７ ７ 在地
５２１ 陶器 徳利 ２区 粗掘 １０ＹＲ６／１褐灰 透明釉（５ＧＹ８／１灰白） ２６ １８０ ２６８ ５ 在地 醤油徳利
５２２ 陶器 秉燭 ２区 粗掘 ５Ｙ６／１灰 １０ＹＲ３／２黒褐 ４０ ２８ ２５ ４
５２３ 陶器 擂鉢 ２区 ＦＦ９１９４Ｇ ２．５ＹＲ５／４にぶい赤褐 ２．５ＹＲ５／３にぶい赤褐 （２５６） （８１） １０ 関西系
５２４ 陶器 擂鉢 ２区 粗掘 ５Ｙ５／１灰 １０４ １０ 肥前
５２５ 陶器 焼台 ２区 粗掘 ２．５Ｙ５／２暗灰黄 ７８
５２６ 陶器 焼台 ２区 粗掘 ５ＹＲ５／３にぶい赤褐 ５８ １３ 釉付着
５２７ 瓦 軒平瓦 ２区 粗掘 ７．５ＹＲ６／６橙 １０Ｒ４／２灰赤 ２２ 赤瓦
５２８ 瓦 丸瓦 ２区 ＦＦ８６００Ｇ Ｎ５／０灰 Ｎ３／０暗灰 ２２ 黒瓦
５２９ 瓦質土器 火鉢か ２区 粗掘 １０ＹＲ６／２灰黄褐 ５Ｙ３／１オリーブ黒 ３８０ １１
５３０ 瓦質土器 五徳か ２区 粗掘 ７．５ＹＲ６／４にぶい橙 １０ＹＲ１．７／１黒 ４００ ２９０ １１４ ２０
５３１ 石製品 不明 ２区 粗掘 ３０４ ４０
５３２ 石製品 砥石 ２区 ＸＯ １０Ｙ５／１灰 ２８（幅） ３３ 風間 中砥
５３３ 石製品 砥石 ２区 ＦＦ８５９９Ｇ １０ＹＲ６／２灰黄褐 １３ 風間 中砥
５３４ 石製品 砥石 ２区 ＦＦ８８９５Ｇ １０ＹＲ４／３にぶい黄褐 ４０（幅） 中砥
５３５ 石製品 硯 ２区 ＦＦ８６９９４層 ６９（幅） １４
５３６ 金属製品 釘 ２区 ＦＦ８５００Ｇ トレンチ ９０（長） ４（幅） ３
５３７ 金属製品 釘 ２区 ＦＦ８５９８Ｇ ７１（長）５．５（幅） ５．５
５３８ 金属製品 釘 ２区 撹乱 ５（長）３．５（幅） ３
５３９ 金属製品 煙管 ２区 ＦＦ８５９９Ｇ ８（幅）
５４０ 金属製品 装飾金具 ２区 粗掘 ３
５４１ 金属製品 銭 ２区 ＸＯ ２７（縦） ２７（横） １ 文久永宝
５４２ 金属製品 銭 ２区 ＸＯ ２２（縦） ２２（横） １ 寛永通宝
５４３ 金属製品 銭 ２区 粗掘 ２７（縦） ２７（横） 鉄銭
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